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はじめに

このドキュメントでは、SPARCおよび x86アーキテクチャーベースの、ネット
ワークに接続されたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方
で、Oracle Solarisオペレーティングシステム (OS)のインストールまたはアップグ
レードを計画する方法を説明します。このドキュメントでは、Oracle Solaris ZFSイン
ストール、Oracle Solarisゾーンの「ゾーン」区分技術、ブート、インストール中の
RAID-1ボリュームの作成など、インストールに関連するいくつかの技術の概要につ
いても説明します。

このドキュメントには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は含まれ
ていません。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。このドキュメ
ントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

このドキュメントの x86に関連する用語については、次を参照してください。
■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を
対象としています。このドキュメントは、次の種類の情報を提供します。

■ ネットワークに接続された環境で複数のOracle Solarisマシンを管理するエン
タープライズシステム管理者向けの、高度なOracle Solarisインストール計画情報

■ Oracle Solarisのインストールやアップグレードを不定期に行うシステム管理者向
けの、Oracle Solarisのインストールに関する基本的な計画情報
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関連ドキュメント
次の表に、システム管理者のための関連ドキュメントを示します。

説明 情報

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムをイン
ストールする必要がありますか。Oracle Solarisイン
ストールプログラムは、インストール手順を示しま
す。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
基本インストール』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップ
グレードしたり、パッチを適用したりする必要があ
りますか。Oracle Solarisの機能 Live Upgradeを使用
することで、アップグレード時のシステム停止時間
を短縮します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
Live Upgradeとアップグレードの計画』

ネットワークやインターネットを介してセキュリ
ティー保護されたインストールを行う必要がありま
すか。WANブートを使用して、リモートクライア
ントをインストールします。あるいは、ネット
ワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Oracle
Solarisインストールプログラムは、インストール手
順を示します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』

複数のマシンにOracle Solarisをインストールする必
要がありますか。JumpStartを使用してインス
トールを自動化します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』

複数のシステムをすばやくインストールした
り、パッチを適用したりする必要があります
か。Oracle Solarisの機能、フラッシュアーカイブを
使用して、アーカイブを作成し、OSのコピーをク
ローンシステムにインストールします。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
フラッシュアーカイブ (作成とインス
トール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイル
システム』の第 19章「UFSファイルシステ
ムのバックアップと復元 (概要/タスク)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題
の一覧、またはこのリリース用のパッチの一覧が必
要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

システムがOracle Solaris上で動作することを確認す
る必要がありますか。

SPARC: Oracle Solaris Sunハードウェアプ
ラットフォームガイド

このリリースで追加されたパッケージ、削除された
パッケージ、または変更されたパッケージを確認す
る必要がありますか。

『Oracle Solaris Package List』

はじめに
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説明 情報

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARC
ベースのシステム、x86ベースのシステム、および
その他のサードパーティーベンダーで動作するかど
うかを確認する必要がありますか。

Solaris Hardware Compatibility List (x86版)

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このマニュアルで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 Placeholder:実際に使用する特定の名前また
は値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

はじめに
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コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのシステムプロンプトと
スーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例では、シェルプロンプト
はコマンドが標準ユーザーまたは特権ユーザーのどちらによって実行されるべきか
を示しています。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画 • 2013年 3月10



Oracle Solarisのインストールまたは
アップグレードの計画概要
このパートでは、任意のインストールプログラムによるOracle Solarisオペ
レーティングシステムのインストールまたはアップグレードの計画について説明
します。

パ ー ト I
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Oracle Solarisインストールの計画につい
ての参照先

このドキュメントは、2つのパートに分けられます。1つはインストールやアップグ
レードに関する計画の概要、もう 1つはインストールに関係するいくつかの技術の
概要です。この章では、このドキュメント全体のロードマップについて解説しま
す。

計画とシステム要件についての参照先
『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』には、システム要件と、ファイルシステムを計画するうえでのガイドラインや
アップグレードの計画などの計画の概要が記載されています。次の一覧では、この
ドキュメント内の章について説明し、それらへのリンクを示します。

■ 第 2章「Oracle Solarisのインストールおよびアップグレードロードマップ」で
は、Oracle Solaris OSをインストールまたはアップグレードする前に必要な決定に
関する情報を提供します。たとえば、ネットワークインストールイメージやDVD
メディアをどのようなときに使用するかを判断するために必要な情報や、すべて
のOracle Solarisインストールプログラムについての説明を記載しています。

■ 第 3章「システム要件、ガイドライン、およびアップグレード情報」で
は、Oracle Solaris OSをインストールまたはアップグレードするためのシステム要
件について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての一般的な指針
や、スワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明します。アップグ
レードの制限についても説明します。

■ 第 4章「インストールまたはアップグレードの前の情報の収集」には、システム
をインストールまたはアップグレードするために必要なすべての情報を収集する
のに役立つチェックリストが含まれています。ここで提供される情報は、対話式
インストールの実行時などに役立ちます。このチェックリストでは、対話式イン
ストールを行うために必要なすべての情報が得られます。

■ パート II「ZFS、ブート、Oracle Solarisゾーン、およびRAID-1ボリュームに関連
するインストールについて」では、Oracle Solaris OSのインストールまたはアップ
グレードに関連するいくつかの技術の概要について説明します。これらの技術に

1第 1 章
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関連するガイドラインと要件も含まれています。これらの章には、ZFSインス
トール、GRUBベースのブート、Oracle Solarisゾーン区分技術、およびインス
トール時に作成できるRAID-1ボリュームについての情報が含まれています。

計画とシステム要件についての参照先
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Oracle Solarisのインストールおよび
アップグレードロードマップ

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードを行う前に決定して
おく必要のある内容について説明します。この章は、次のセクションから構成され
ています。

■ 16ページの「Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード
(タスクマップ)」

■ 18ページの「ネットワークからインストールするかDVDまたはCDを使ってイ
ンストールするか」

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Oracle
SolarisソフトウェアCDは提供されなくなりました。

■ 19ページの「初期インストールまたはアップグレードの実行」
■ 20ページの「Oracle Solarisのインストール方法の選択」
■ 39ページの「ネットワークセキュリティーの計画」

注 –このドキュメントではスライスという用語を使用していますが、Oracle Solarisの
一部のドキュメントやプログラムでは、スライスをパーティションと呼んでいる場
合があります。

x86:混乱を避けるために、このドキュメントでは、x86 fdiskパーティション
と、Oracle Solaris fdiskパーティション内の分割を区別しています。x86 fdiskの分割
は、パーティションと呼ばれます。Oracle Solaris fdiskパーティション内の分割
は、スライスと呼ばれます。

2第 2 章
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Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップ
グレード (タスクマップ)

次のタスクマップは、どのインストールプログラムを使用してOracle Solaris OSのイ
ンストールやアップグレードを行う場合にも必要となるタスクの概要を示したもの
です。インストールしようとする環境にとってもっとも効率的なインストールを行
うためにどういった選択をすべきかを、このタスクマップを参考にして判断してく
ださい。

表 2–1 タスクマップ: Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード

タスク 説明 参照先

初期インストールかアップ
グレードかを選択します。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選
択します。

19ページの「初期インストール
またはアップグレードの実
行」。

UFSファイルシステムと
ZFSルートプールのどちら
をインストールするかを決
定します。

UFSルート (/)ファイルシステム、ZFSルートプールの
いずれかをインストールできます。

このドキュメントの大部分
は、UFSファイルシステムのイ
ンストールに関連していま
す。ZFSルートプールをインス
トールする方法について
は、第 5章「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール計
画」を参照してください。

インストールプログラムを
選択します。

Oracle Solaris OSには、インストールまたはアップグ
レード用のプログラムがいくつか用意されています。イ
ンストール環境に最も適した方法を選択してください。

20ページの「Oracle Solarisのイ
ンストール方法の選択」

(Oracle Solaris対話式インス
トールプログラム)デ
フォルトインストールまた
はカスタムインストールを
選択します。

どのインストールのタイプが環境に適しているかを決定
します。
■ グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用
している場合は、デフォルトインストールまたはカ
スタムインストールを選択できます。

■ デフォルトインストールでは、ハードディスク
がフォーマットされ、事前に選択されている一
連のソフトウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールでは、ハードディスクの
配置を変更したり、必要なソフトウェアを選択
したりしてインストールできます。

■ グラフィカルインタフェースではないテキストイン
ストーラを使用する場合は、デフォルト値をそのま
ま使用するか、値を編集してインストールするソフ
トウェアを選択できます。

Oracle Solarisインストールプロ
グラムの選択について
は、第 4章「インストールまた
はアップグレードの前の情報の
収集」を参照してください。

Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (タスクマップ)
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表 2–1 タスクマップ: Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
タスク 説明 参照先

初期インストールの場合の
み、オープンネットワーク
セキュリティーを使用する
か、制限されたネット
ワークセキュリティーを使
用するかを選択します。

初期インストールでは、インストール時にネットワーク
サービスを無効にするか、ローカル要求にのみ応答する
ようにするかを決定します。デフォルトでは、インス
トール時にオープンネットワークセキュリティーが選択
されます。

39ページの「ネットワークセ
キュリティーの計画」

システム要件を確認しま
す。また、ディスク容量お
よびスワップ領域を計画を
立てて割り当てます。

システムがインストールまたはアップグレードのための
最小要件を満たしているかどうかを判断します。インス
トールするOracle Solaris OSのコンポーネントに必要な
ディスク容量をシステムに割り当てます。システムに適
したスワップ領域レイアウトを決定します。

第 3章「システム要件、ガイド
ライン、およびアップグレード
情報」

システムをローカルメ
ディアからインストールす
るかネットワークからイン
ストールするかを選択しま
す。

環境にもっとも適したインストールメディアを選択しま
す。

18ページの「ネットワークから
インストールするかDVDまた
はCDを使ってインストールす
るか」

システム情報を収集しま
す。

■ Oracle Solarisインストールプログラムの場合
は、ワークシートを完成させて、インストールまた
はアップグレードのために必要なすべての情報を収
集します。

■ JumpStartインストール方法の場合は、プロファイル
内でどのプロファイルキーワードを使用するかを決
定します。キーワードの説明を確認して、システム
について必要な情報を見つけます。

■ Oracle Solarisインストール
プログラムの場合は、次の
資料のどちらかを参照して
ください。

■ 初期インストールの場
合:
47ページの「インス
トール用チェックリス
ト」

■ アップグレードの場合:
第 4章「インストールま
たはアップグレードの
前の情報の収集」

■ カスタム JumpStartインス
トール方法について
は、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
JumpStartインストール』の
第 8章「JumpStart
キーワードリファレン
ス」を参照してください。

Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (タスクマップ)
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表 2–1 タスクマップ: Oracle Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
タスク 説明 参照先

(オプション)システムパラ
メータを設定します。

インストールやアップグレードの際に情報を入力する手
間を省くために、システム構成情報を事前に構成してお
くことができます。

『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド:ネットワーク
ベースのインストール』の第 2
章「システム構成情報の事前構
成 (タスク)」

(オプション)ネットワーク
からOracle Solarisソフト
ウェアをインストールする
準備をします。

ネットワークからOracle Solarisソフトウェアをインス
トールすることを選択した場合は、次のタスクを完了し
ます。
■ (x86ベースのシステム)使用しているシステムが PXE
をサポートしていることを確認します

■ インストールサーバーを作成します

■ ブートサーバーを作成します (必要な場合)

■ DHCPサーバーを構成します (必要な場合)

■ ネットワークからインストールするシステムを設定
します

ローカルエリアネットワーク経
由でインストールするに
は、『Oracle Solaris 10 1/13イン
ストールガイド:ネットワーク
ベースのインストール』の第 6
章「CDメディアを使用した
ネットワークインストール (タ
スク)」を参照してください。

広域ネットワークを介してイン
ストールする場合は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイ
ド:ネットワークベースのイン
ストール』の第 12章「WAN
ブートによるインストール (タ
スク)」を参照してください。

(アップグレードのみ)
アップグレード前に必要な
タスクを行います。

システムをバックアップし、ディスク容量の再割り当て
でアップグレードできるかどうかを判断します。

32ページの「アップグレード計
画」

インストールまたはアップ
グレードを行います。

選択したOracle Solarisのインストール方法を使用し
て、Oracle Solarisソフトウェアをインストールまたは
アップグレードします。

インストールプログラムの詳細
な手順を説明している章。

ネットワークからインストールするかDVDまたはCDを
使ってインストールするか

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Oracle Solaris
ソフトウェアCDは提供されません。

DVD-ROMまたはCD-ROMドライブにアクセスできるシステムをインストールまた
はアップグレードできるように、Oracle SolarisソフトウェアはDVDまたはCDメ
ディアで配布されます。

ネットワークからインストールするかDVDまたは CDを使ってインストールするか
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リモートのDVDイメージまたはCDイメージを使ってネットワークからインス
トールするようにシステムを設定できます。次のような場合に、この方法でシステ
ムを設定するとよいでしょう。

■ システムにローカルのDVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブがない場合
■ 複数のシステムをインストールしているときに、Oracle Solarisソフトウェアをイ
ンストールするためにローカルドライブごとにディスクを挿入したくない場合

ネットワークからシステムをインストールするときは、Oracle Solarisのすべてのイン
ストール方法を使用できます。ただし、フラッシュアーカイブのインストール機能
または JumpStartインストールを使用してネットワークからシステムをインストール
することにより、大企業でのインストール処理の集中管理と自動化が可能になりま
す。各種のインストール方法の詳細は、20ページの「Oracle Solarisのインストール
方法の選択」を参照してください。

ネットワークからのOracle Solarisソフトウェアのインストールには初期設定が必要
です。次の表に、ネットワークからのインストールの準備に関する資料を示しま
す。

説明 参照先

ローカルエリアネットワークからインストール
する場合の準備について

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』の第 6
章「CDメディアを使用したネットワークイン
ストール (タスク)」

広域ネットワークからインストールする場合の
準備について

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』の第 12
章「WANブートによるインストール (タス
ク)」

PXEを使用してネットワーク経由で x86ベース
のクライアントをインストールする方法につい
て

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』の「PXE
を使用したネットワーク経由のブートとインス
トールの概要」

初期インストールまたはアップグレードの実行
初期インストールを行うか、アップグレードを行う (Oracle Solaris OSがシステム上で
すでに動作している場合)かを選択できます。

初期インストールまたはアップグレードの実行
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初期インストール
初期インストールでは、システムのディスクがOracle Solaris OSの新しいバージョン
で上書きされます。システム上でOracle Solaris OSが稼働していない場合は、初期イ
ンストールを行う必要があります。

システム上でOracle Solaris OSがすでに稼働している場合でも、初期インストールを
行うことができます。インストールする前にローカル変更を保持する必要がある場
合は、ローカル変更をバックアップする必要があります。インストールの完了後
に、このローカル変更を復元できます。

初期インストールを実行するには、Oracle Solarisの任意のインストール方法を使用で
きます。Oracle Solarisの各種のインストール方法の詳細は、20ページの「Oracle
Solarisのインストール方法の選択」を参照してください。

アップグレード
標準アップグレードと Live Upgradeの 2つのアップグレード方法のどちらかを使用し
て、Oracle Solaris OSをアップグレードできます。標準アップグレードでは、現在の
Oracle Solaris OSの既存の構成パラメータが最大限保存されます。Live Upgradeで
は、現在のシステムのコピーが作成されます。標準アップグレードを使用してこの
コピーをアップグレードできます。それにより、リブートするだけで、アップグ
レードされたOracle Solaris OSが現在のシステムになるように切り替えることができ
ます。エラーが発生した場合、リブートして、元のOracle Solaris OSに戻すことがで
きます。Live Upgradeでは、アップグレードの間システムを停止する必要がなく、新
旧のOracle Solaris OS間で切り替えることができます。

アップグレードの詳細と、さまざまなアップグレード方法の一覧については、32
ページの「アップグレード計画」を参照してください。

Oracle Solarisのインストール方法の選択
Oracle Solaris OSには、インストールまたはアップグレードのためのいくつかのプロ
グラムが用意されています。それぞれのインストール方法には、特定のインス
トール要件やインストール環境を意図したさまざまな機能があります。使用するイ
ンストール方法を選択するには、次の表を利用してください。

Oracle Solarisのインストール方法の選択
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表 2–2 インストール方法の選択

タスク インストール方法 各プログラムの特長 参照先

対話式プログラムを使用し
て、CD-ROMまたは
DVD-ROMから 1つのシス
テムをインストールしま
す。

Oracle Solarisインス
トールプログラム

■ このプログラムでは、タスクをパネ
ル単位に分割し、情報の入力を求め
るプロンプトを表示して、デフォル
ト値を提供します。

■ このプログラムは、複数のシステム
をインストールまたはアップグ
レードする必要がある場合には効率
のよい方法ではありません。複数の
システムをバッチインストールする
場合は、JumpStartまたはフ
ラッシュアーカイブインストール機
能を使用します。

『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
基本インストール』

ローカルエリアネット
ワークを介して 1つのシス
テムをインストールしま
す。

ネットワーク経由の
Oracle Solarisインス
トールプログラム

このプログラムを使用すると、インス
トールするソフトウェアのイメージを
サーバーに設定し、このイメージをリ
モートシステムにインストールできま
す。複数のシステムをインストールする
必要がある場合は、JumpStartおよびフ
ラッシュアーカイブインストール方式で
ネットワークインストールイメージを使
用すると、ネットワーク上でシステムを
効率的にインストールまたはアップグ
レードできます。

『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
ネットワークベース
のインストール』の
パート II「ローカル
エリアネットワーク
経由のインス
トール」

複数のシステムのインス
トールやアップグレード
を、作成したプロファイル
に基づいて自動化します。

JumpStart このプログラムを使用すると、複数のシ
ステムを効率的にインストールできま
す。システムの数が少ない場合
は、JumpStart環境の作成が時間の浪費
になる可能性があります。そのた
め、Oracle Solaris対話式インストールプ
ログラムを使用してください。

『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
JumpStartインス
トール』の第 3
章「JumpStartインス
トールの準備 (タス
ク)」

Oracle Solarisのインストール方法の選択
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表 2–2 インストール方法の選択 (続き)
タスク インストール方法 各プログラムの特長 参照先

同じソフトウェアおよび構
成を複数のシステムに複製
します。

フラッシュアーカイブ ■ このプログラムは、すべてのOracle
Solarisパッケージをシステムに一度
にインストールすることに
よって、インストール時間を節約し
ます。ほかのプログラムは、各
Oracle Solarisパッケージを個別にイ
ンストールし、パッケージごとに
パッケージマップを更新します。

■ フラッシュアーカイブは大きな
ファイルであるため、大量のディス
ク容量が必要になります。異なるイ
ンストール構成を管理したり、イン
ストール構成を変更したりするに
は、JumpStartインストール方法の使
用を検討することをお勧めしま
す。代わりに、JumpStart終了スクリ
プトまたは組み込みのフ
ラッシュアーカイブ配備後スクリプ
トを使用して、システム固有のカス
タマイズを実行することもできま
す。

『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
フラッシュアーカイ
ブ (作成とインス
トール)』の第 1
章「フ
ラッシュアーカイブ
の概要」

広域ネットワーク (WAN)
またはインターネットを介
してシステムをインス
トールします。

WANブート ネットワーク経由でフラッシュアーカイ
ブをインストールする場合は、このプロ
グラムによってセキュアなインストール
が可能になります。

『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
ネットワークベース
のインストール』の
第 10章「WAN
ブート (概要)」

iSCSIターゲットディスクに
インストールします。

各種の方法が使用でき
ます。

iSCSIターゲットにOracle Solarisをイン
ストールする前に、いくつかの追加の手
順を実行する必要があります。

詳細な手順について
は、『Oracle
Solaris 10 1/13インス
トールガイド:基本イ
ンストール』の第 4
章「iSCSIターゲット
ディスクへのOracle
Solaris 10 OSのインス
トール」を参照して
ください。
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表 2–2 インストール方法の選択 (続き)
タスク インストール方法 各プログラムの特長 参照先

システムを稼働させたまま
アップグレードを行いま
す。

Live Upgrade ■ アップグレードまたはパッチの追加
を行うときに、標準アップグレード
に関連するシステム停止時間を回避
できます。

■ 現在のOSに影響を与えることな
く、アップグレードまたは新しい
パッチをテストできます。

『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:
Live Upgradeとアップ
グレードの計画』の
第 2章「Live Upgrade
(概要)」

Oracle Solaris OSのインス
トール後に、隔離されたア
プリケーション環境を作成
します。

Oracle Solarisゾーン区
分技術

このプログラムを使用すると、隔離され
た非大域ゾーンが作成され、セキュリ
ティー保護されたアプリケーション環境
が提供されます。このように隔離されて
いるので、あるゾーンで実行中のプロセ
スが、ほかのゾーンで実行中のプロセス
から監視または操作されることがありま
せん。

『Oracle Solarisの管
理: Oracle Solarisコン
テナ -リソース管理と
Oracle Solaris
ゾーン』の第 16
章「Solarisゾーンの
紹介」
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システム要件、ガイドライン、および
アップグレード情報

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシステム要件
について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての一般的な指針や、ス
ワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明します。この章は、次のセク
ションから構成されています。

■ 26ページの「システム要件と推奨事項」
■ 27ページの「ディスク容量とスワップ空間の割り当て」
■ 32ページの「アップグレード計画」
■ 42ページの「ロケールの値」
■ 42ページの「プラットフォーム名とプラットフォームグループ」
■ 43ページの「x86:パーティション分割に関する推奨事項」
■ 45ページの「システムで動作しているOracle Solaris OSのバージョンを確認する
方法」

3第 3 章
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システム要件と推奨事項

表 3–1 メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

要件の種類 サイズ

インストールやアップグレードに
必要なメモリー

■ UFSまたは ZFSルートファイルシステムの場合、インストールに必要な最小
メモリーは 1.5Gバイトです。ただし、オプションのインストール機能の中に
は、十分なメモリーがある場合にのみ有効になるものがあります。たとえ
ば、十分なメモリーが搭載されていないシステムで、DVDからインストール
を実行する場合は、GUIではなくOracle Solarisインストールプログラムのテ
キストインストーラを使用します。

■ Solarisの以前のリリースでは、1Tバイトを超えるディスクにOracle Solaris OS
をインストールしてブートすることはできませんでした。Oracle Solaris 10
10/09以降のリリースでは、最大 2TバイトのサイズのディスクにOracle Solaris
OSをインストールしてブートできます。
Oracle Solaris 10 10/09以降のリリースでは、どのようなサイズのディスクでも
VTOCラベルを使用できますが、VTOCによるアドレス割り当てが可能な空
間は 2Tバイトに制限されています。この機能により、2Tバイトより大きな
ディスクをブートドライブとして使用できますが、ラベルから使用できる空
間は 2Tバイトに制限されます。

注 –この機能は、64ビットカーネルを実行しているシステムでのみ使用できま
す。x86ベースのシステムには、最低 1.5Gバイトのメモリーが必要です。
詳細は、『System Administration Guide: Devices and File
Systems』の「Two-Terabyte Disk Support for Installing and Booting the Oracle
Solaris OS」を参照してください。

スワップ領域 ■ UFSファイルシステム:デフォルトのサイズは 512Mバイトです。
■ ZFSルートプール: 74ページの「ZFSインストールのディスク容量要件」を参
照してください。

注 –スワップ空間のカスタマイズが必要になる場合もあります。スワップ領域
は、システムのハードディスクのサイズに基づいて決まります。

プロセッサ要件 ■ SPARC: 200MHz以上のプロセッサが必要です。

■ x86: 120MHz以上のプロセッサを推奨します。ハードウェアによる浮動小数点
サポートが必要です。

ソフトウェアのインストール時に、GUIの使用の有無とウィンドウ環境の使用の有
無を選択できます。十分なメモリーがある場合は、デフォルトでGUIが表示されま
す。GUIを表示できるだけの十分なメモリーがない場合は、デフォルトでその他の
環境が表示されます。ブートオプション nowinまたは textを使用すると、デフォル
ト動作をオーバーライドできますが、システムのメモリー量による制限や、リ
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モートでインストールする場合の制限があります。また、ビデオアダプタが検出さ
れない場合、Oracle Solarisインストールプログラムは自動的にコンソールベースの環
境で表示されます。

テキストベースとGUIベースのどちらのインストール方法でも、最小メモリー要件
は 1.5Gバイト以上です。インストールのタイプは次のとおりです。

■ テキストベース -画像は含まれませんが、ウィンドウとほかのウィンドウを開く
機能が提供されます。

textブートオプションを使用している場合でシステムに十分なメモリーがあると
きは、ウィンドウ表示環境でインストールされます。tipラインを介してリ
モートでインストールする場合や、nowinブートオプションを使用してインス
トールする場合は、コンソールベースのインストールに限定されます。

■ GUIベース -ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スクロールバー、およ
びアイコン画像が提供されます。

ディスク容量とスワップ空間の割り当て
Oracle Solarisソフトウェアをインストールする前に、ディスク容量の計画をたて
て、システムに十分なディスク容量があるかどうかを調べることができます。

ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。次の表に、容量を
割り当てるためのいくつかの条件および考慮事項を示します。

注 – ZFSルートプールのインストールに必要なディスク容量については、74ページ
の「ZFSインストールのディスク容量要件」を参照してください。

ディスク容量とスワップ空間の割り当て
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表 3–2 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画

容量割り当ての条件 説明

UFSファイルシステム 将来のOracle Solarisバージョンにアップグレードできるように、作成するファイルシス
テムごとに、現在必要なディスク容量よりも 30%多く割り当ててください。

デフォルトでは、Oracle Solarisのインストール方法ではルート (/)と /swapのみが作成さ
れます。OSサービスに容量が割り当てられた場合は、/exportディレクトリも作成され
ます。Oracle Solarisのメジャーリリースにアップグレードする場合は、システムのスラ
イスを切り直すか、またはインストール時に必要な容量の 2倍を割り当てることが必要
になる場合があります。Solaris Updateにアップグレードする場合は、将来のアップグ
レードに備えて余分のディスク容量を追加しておけば、システムのスライスを切り直す
手間を軽減できます。Oracle Solarisアップデートリリースには、直前のリリースに比べ
て約 10%多くのディスク容量が必要です。ファイルシステムごとに 30%のディスク容
量を追加しておくと、Oracle Solaris Updateを数回追加できます。

注 – Solarisの以前のリリースでは、1Tバイトを超えるディスクにOracle Solaris OSをイン
ストールしてブートすることはできませんでした。Oracle Solaris 10 10/09以降のリ
リースでは、最大 2TバイトのサイズのディスクにOracle Solaris OSをインストールして
ブートできます。

Solaris 10 10/09リリース以降では、どのようなサイズのディスクでもVTOCラベルを使
用できますが、VTOCによるアドレス割り当てが可能な空間は 2Tバイトに制限されて
います。この機能により、2Tバイトより大きなディスクをブートドライブとして使用
できますが、ラベルから使用できる空間は 2Tバイトに制限されます。

この機能は、64ビットカーネルを実行しているシステムでのみ使用できます。x86
ベースのシステムには、最低 1Gバイトのメモリが必要です。

詳細は、『System Administration Guide: Devices and File Systems』の「Two-Terabyte Disk
Support for Installing and Booting the Oracle Solaris OS」を参照してください。

UFSファイルシステムの /var

ファイルシステム
クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステムの容量
を物理メモリーの倍のサイズに設定します。
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表 3–2 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

スワップ 注 – ZFSルートプールのスワップ割り当てについては、74ページの「ZFSインストール
のディスク容量要件」を参照してください。

UFSファイルシステムの場合、Oracle Solarisインストールプログラムは、次の条件の下
で 512Mバイトのデフォルトのスワップ領域を割り当てます。
■ インストールプログラムによるディスクスライスの自動配置機能を使用する場合
■ スワップスライスのサイズを手作業で変更しない場合

デフォルトでは、Oracle Solarisインストールプログラムは、使用可能な最初のディスク
シリンダ (SPARCベースのシステムでは通常、シリンダ 0)でスワップが開始されるよう
にスワップ空間を割り当てます。この配置によって、デフォルトのディスクレイアウト
時にはルート (/)ファイルシステムに最大の空間を割り当てることができ、アップグ
レード時にはルート (/)ファイルシステムを拡張できます。

将来スワップ領域を拡張することを考えている場合、次のいずれかの方法を実行してス
ワップスライスを配置することにより、別のディスクシリンダでスワップスライスを開
始できます。
■ Oracle Solarisインストールプログラムの場合、シリンダモードでディスクの配置を
カスタマイズして、スワップスライスを目的の位置に手動で割り当てることができ
ます。

■ JumpStartインストールプログラムの場合は、プロファイルファイル内でスワップス
ライスを割り当てることができます。JumpStartプロファイルファイルの詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインストール』の「プロ
ファイルの作成」を参照してください。

スワップ空間の概要については、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステ
ム』の第 16章「追加スワップ空間の構成 (タスク)」を参照してください。

ホームディレクトリファイル
システムを提供するサーバー

ホームディレクトリは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにあります。

インストールするOracle
Solarisソフトウェアグループ

ソフトウェアグループはソフトウェアパッケージの集まりです。ディスク容量を計画す
る際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェアパッケージを個別に
追加したり削除したりできることを覚えておいてください。ソフトウェアグループの詳
細は、30ページの「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。
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表 3–2 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

アップグレード ■ Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境をアップグレードする際
に、ディスク容量の計画に関する情報を必要とする場合は、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の「Live Upgradeの
ディスク容量の要件」を参照してください

■ Oracle Solarisインストールプログラムまたは JumpStartを使用してディスク容量を計
画している場合は、37ページの「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を
参照してください。

■ システムに非大域ゾーンがインストールされている場合は、88ページの「非大域
ゾーンのディスク容量要件」を参照してください。

■ Live Upgradeで ZFSルートプール用にアップグレードする場合は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の第 11
章「ZFSの Live Upgrade (計画)」を参照してください

言語サポート 単一の言語をインストールする場合は、約 0.7Gバイトのディスク容量をその言語用に
追加して割り当ててください。すべての言語のサポートをインストールすることを計画
している場合は、インストールするソフトウェアグループに応じて、最大約 2.5Gバイ
トの追加のディスク容量を割り当てる必要があります。

印刷やメールのサポート 追加の容量を割り当てます。

追加ソフトウェアや Sun以外
のソフトウェア

追加の容量を割り当てます。

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量
Oracle Solarisソフトウェアグループは、Oracle Solarisパッケージのコレクションで
す。それぞれのソフトウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバの
サポートが含まれています。

■ 初期インストールの場合は、システム上で実行する機能に基づいて、インス
トールするソフトウェアグループを選択します。

■ アップグレードの場合は、システムにインストールされているソフトウェアグ
ループでアップグレードする必要があります。たとえば、以前にエンド
ユーザーシステムサポートをシステムにインストールした場合は、アップグ
レードオプションを使用して、開発者システムサポートにアップグレードするこ
とはできません。ただし、アップグレード中に、インストール済みのソフト
ウェアグループに属していないソフトウェアをシステムに追加することはできま
す。

Oracle Solarisソフトウェアをインストールする場合は、選択したOracle Solarisソフト
ウェアグループへのパッケージの追加または削除を選択できます。パッケージの追
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加や削除を行う場合には、ソフトウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどのよ
うにパッケージ化されているかを知っている必要があります。

次の図は、ソフトウェアパッケージのグループを示しています。限定ネットワーク
システムサポートには最小限の数のパッケージが含まれており、全体ディストリ
ビューションとOEMサポートにはすべてのパッケージが含まれています。

表 3–3に、Oracle Solarisソフトウェアグループと、各グループをインストールするた
めに必要な推奨ディスク容量を示します。この表にある推奨ディスク容量には、次
の項目の容量が含まれています。

■ スワップ空間
■ パッチ
■ 追加のソフトウェアパッケージ

各ソフトウェアグループに必要なディスク容量が、ここに示されている容量より少
ないことに気付く場合があります。

図 3–1 Oracle Solarisソフトウェアグループ

ディスク容量とスワップ空間の割り当て
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表 3–3 ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

全体ディストリビューションのパッケージに加え、追加
のハードウェアドライバが含まれています。これに
は、インストール時にはシステムに存在しないハード
ウェアのドライバも含まれます。

8575Mバイト

全体ディストリ
ビューション

開発者システムサポートのパッケージに加
え、サーバーに必要な追加のソフトウェアが含まれてい
ます。

8529Mバイト

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートのパッケージに加
え、ソフトウェア開発用の追加のサポートが含まれてい
ます。ソフトウェア開発のサポートとして、ライブラ
リ、インクルードファイル、マニュアルページ、プログ
ラミングツールなどが追加されています。ただし、コン
パイラは含まれていません。

8336Mバイト

エンドユーザーシステムサ
ポート

ネットワークに接続されたOracle Solarisシステムと共通
デスクトップ環境 (CDE)をブートおよび実行するために
必要な最小限のコードを提供するパッケージが含まれて
います。

7074Mバイト

コアシステムサポート ネットワークに接続されたOracle Solarisシステムを
ブートおよび実行するために必要な最小限のコードを提
供するパッケージが含まれています。

3093Mバイト

限定ネットワークシステム
サポート

ネットワークサービスのサポートが限定されたOracle
Solarisシステムをブートおよび実行するために必要な最
小限のコードを提供するパッケージが含まれていま
す。Reduced Networkingサポートは、テキストベースのマ
ルチユーザーコンソールと、システム管理ユーティリ
ティーを提供します。このソフトウェアグループを使用
すると、システムでネットワークインタフェースを認識
できますが、ネットワークサービスがアクティブになる
ことはありません。

3035Mバイト

アップグレード計画
■ UFSファイルシステムの場合は、Live Upgrade、Oracle Solarisインストールプログ
ラム、および JumpStartの 3つの異なるアップグレード方法のいずれかを使用して
システムをアップグレードできます。

■ ZFSルートプールの場合は、Live Upgradeを使用してアップグレードする必要があ
ります。ZFSのアップグレードについては、『Oracle Solaris 10 1/13インストール
ガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の第 11章「ZFSの Live Upgrade (計
画)」を参照してください。

アップグレード計画

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画 • 2013年 3月32

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUggeew
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUggeew
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUggeew


Solaris 8、Solaris 9、およびOracle Solaris 10のアップグレード方法は次のとおりです。

■ Live Upgrade -稼働中のシステムのコピーを作成およびアップグレードすることに
よって、システムをアップグレードします

■ Oracle Solarisインストールプログラム –グラフィカルユーザーインタフェースま
たはコマンド行インタフェースを使用した対話式アップグレードを提供します

■ JumpStart -自動アップグレードを提供します

アップグレードプログラム
Oracle Solarisインストールプログラムによる標準の対話式アップグレードか、または
JumpStartインストール方法による自動的なアップグレードを実行できます。Live
Upgradeを使用すると、稼働中のシステムをアップグレードできます。

アップグレードプログ
ラム 説明 参照先

Live Upgrade 現在稼働中のシステムのコピーを作成することができま
す。このコピーはアップグレード可能で、リブートする
と、アップグレードしたコピーが稼働システムになりま
す。Live Upgradeを使用すると、Oracle Solaris OSをアップ
グレードするために必要な停止時間が短縮されます。ま
た、Live Upgradeでは、アップグレードに関する問題も回
避できます。たとえば、アップグレードされるコピーは現
在稼働中のシステムではないため、電源障害が発生しても
アップグレードから回復できます。

Live Upgradeを使用している場合に
ディスク容量の割り当てを計画するに
は、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド: Live Upgradeとアップグ
レードの計画』の「Live Upgradeの要
件」を参照してください。

Oracle Solarisイン
ストールプログラ
ム

対話式GUIのガイドに従ってアップグレードを実行でき
ます。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ
イド:基本インストール』の第 2
章「Oracle Solarisインストールプログ
ラムによるUFSファイルシステム用の
インストール (タスク)」。
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アップグレードプログ
ラム 説明 参照先

JumpStartプログラ
ム

自動アップグレードを行うことができます。プロファイル
ファイルとオプションのプリインストール、およびポスト
インストールスクリプトを使用して、必要な情報を指定し
ます。アップグレード用に JumpStartプロファイルを作成
している場合は、install_type upgradeを指定しま
す。アップグレードする前に、システムのディスク構成お
よび現在インストールされているソフトウェアに対して
JumpStartプロファイルをテストする必要がありま
す。アップグレードしようとしているシステム上
で、pfinstall - D コマンドを実行して、プロファイルを
テストします。ディスク構成ファイルを使用してアップグ
レード用プロファイルをテストすることはできません。

■ アップグレードオプションのテス
トの詳細は、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド: JumpStart
インストール』の「プロファイル
のテスト」を参照してください

■ アップグレードプロファイルの作
成の詳細は、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド: JumpStart
インストール』の「プロファイル
の例」を参照してください

■ アップグレードの実行の詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド: JumpStartインス
トール』の「JumpStartインス
トールの実行」を参照してくださ
い

アップグレードおよびパッチ適用に関する制限事
項
次の表に、特定の条件下でシステムをアップグレードする際の制限事項を示しま
す。

問題 説明 参照先

ZFSルートプール
の場合の、ほかの
アップグレード制
限事項

ZFSルートプールのアップグレードには Live Upgradeのみを使用
できます。

要件および制限事項について
は、『Oracle Solaris 10 1/13イン
ストールガイド: Live Upgradeと
アップグレードの計画』の第 11
章「ZFSの Live Upgrade (計
画)」を参照してください

別のソフトウェア
グループへの
アップグレード

システムのソフトウェアグループを、アップグレード時に別の
ソフトウェアグループに変更することはできません。たとえ
ば、以前にエンドユーザーシステムサポートをシステムにイン
ストールした場合は、アップグレードオプションを使用し
て、開発者システムサポートにアップグレードすることはでき
ません。ただし、アップグレード中に、インストール済みのソ
フトウェアグループに属していないソフトウェアをシステムに
追加することはできます。

ソフトウェアグループの詳細に
ついては、30ページの「ソフト
ウェアグループごとの推奨
ディスク容量」を参照してくだ
さい。
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問題 説明 参照先

非大域ゾーンがイ
ンストールされて
いる場合のアップ
グレード

Oracle Solarisインストールプログラム、Live Upgrade、または
JumpStartを使用すると、非大域ゾーンがインストールされてい
るシステムをアップグレードできます。次の制限事項が適用さ
れます。
■ Live Upgradeは、システムのアップグレードまたはパッチ適
用に推奨されるプログラムです。ほかのアップグレードプロ
グラムでは、アップグレードを完了するために必要な時間が
インストールされている非大域ゾーンの数に比例して増加す
るために、膨大なアップグレード時間が必要になることがあ
ります。Live Upgradeを使用してシステムにパッチを適用す
る場合は、システムをシングルユーザーモードにする必要が
ないため、システムの稼働時間を最大にできます。

■ フラッシュアーカイブを使用してインストールする場合
は、非大域ゾーンを含むアーカイブがシステムに正しくイン
ストールされません。

要件および制限事項について
は、84ページの「非大域ゾーン
を含むアップグレード」を参照
してください。

Solaris 8または
Solaris 9 OSから
の、Live Upgrade
を使用したパッチ
適用

アクティブなブート環境で Solaris 8または Solaris 9 OSを実行して
いる場合は、Live Upgradeを使用してOracle Solaris 10のアク
ティブでないブート環境にパッチを適用することはできませ
ん。Live Upgradeは、アクティブなブートパーティション上で
パッチユーティリティーを呼び出して、アクティブでない
ブートパーティションにパッチを適用します。Solaris 8と Solaris
9のパッチユーティリティーは、Oracle Solarisゾーン、サービス
管理機能 (SMF)、およびOracle Solaris 10 OSのその他の拡張機能
を認識しません。そのため、これらのパッチユーティリ
ティーは、アクティブでないOracle Solaris 10ブート環境に正し
くパッチを適用できません。Live Upgradeを使用して、システム
を Solaris 8または Solaris 9 OSからOracle Solaris 10 OSにアップグ
レードしている場合は、パッチを適用する前に、まずOracle
Solaris 10ブート環境をアクティブにする必要があります。Solaris
10ブート環境をアクティブにしたら、このアクティブなブート
環境にパッチを直接適用できます。また、別の非アクティブ
ブート環境を設定し、Solaris Live Upgradeを使用してそれに
パッチを適用することもできます。

Live Upgradeを使用したパッチ
適用の詳細は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイ
ド: Live Upgradeとアップグ
レードの計画』の「ブート環境
のネットワークインストールイ
メージに対するパッチの追加ま
たはパッチの削除」を参照して
ください

アップグレード計画

第 3章 • システム要件、ガイドライン、およびアップグレード情報 35

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUgmahw


問題 説明 参照先

Veritasファイルシ
ステムでのアップ
グレード

Oracle Solaris対話式インストールと JumpStartプログラムで
は、次の条件の下でVeritas VxVMファイルシステムを使用して
いる場合、システムをアップグレードする機会が与えられませ
ん。
■ アップグレードするルートファイルシステムがVeritasの制御
下にある場合。たとえば、ルート (/)ファイルシステムが
/dev/vx/...デバイスにマウントされている場合。

■ Veritasの制御下にあるファイルシステムに、何らかのOracle
Solarisソフトウェアがインストールされている場合。たとえ
ば、/usrファイルシステムが /dev/vx/...デバイスにマウン
トされている場合。

Veritas VxVMが構成されている
場合にアップグレードを行うに
は、次のいずれかの方法を使用
します。
■ Live Upgradeを『Oracle

Solaris 10 1/13インストール
ガイド: Live Upgradeと
アップグレードの計
画』の「VERITAS VxVmの
実行中にアップグレードす
る方法」で説明されている
手順で使用します。

■ 非大域ゾーンがインス
トールされている場合
は、影響を受けるファイル
システムをVxVMファイル
システムからUFSファイル
システムに移行します。前
の手順では Live Upgradeの
手順を使用できません。

アップグレードでなくフラッシュアーカイブをイ
ンストール
フラッシュアーカイブのインストール機能では、多くのクローンシステムに複製で
きるインストール全体のコピーを、マスターシステムから作成する方法が提供され
ます。このコピーは、フラッシュアーカイブと呼ばれます。アーカイブは、どのイ
ンストールプログラムを使用してもインストールできます。

注意 –非大域ゾーンがインストールされている場合は、フラッシュアーカイブを正し
く作成できません。Solarisフラッシュ機能は、ゾーン区分技術と互換性がありませ
ん。フラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブが次の条件の下で配備
されると、作成されたアーカイブは正しくインストールされません。

■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された
場合
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大規模なファイルを含むアーカイブの作成
フラッシュアーカイブを作成するときに使用されるデフォルトのコピー方法は cpio

ユーティリティーです。個別のファイルのサイズを 4Gバイトより大きくすることは
できません。大規模な個別ファイルが存在する場合、flarcreateコマンドに -L pax

オプションを指定すると、paxユーティリティーにより、個別ファイルのサイズ制限
なしでアーカイブが作成されます。個別のファイルのサイズは 4Gバイトより大きく
できます。

各種のインストールプログラムを使用したアーカイブのインストールについて
は、次の資料を参照してください。

■ Live Upgrade:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグ
レードの計画』の「ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール」

■ カスタム JumpStart:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインス
トール』の「JumpStartインストールを使用してフラッシュアーカイブをインス
トールする」

■ Oracle Solaris対話式インストール:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:フ
ラッシュアーカイブ (作成とインストール)』の第 4章「フラッシュアーカイブの
インストールと管理 (タスク)」

■ WANboot:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのイン
ストール』の第 13章「WANブートによるインストール (タスク)」

ディスク容量の再配置を伴うアップグレード
Oracle Solarisインストールプログラムのアップグレードオプションと JumpStartプロ
グラムの upgradeキーワードは、ディスク容量を再割り当てする機能を提供しま
す。この再配置により、ディスクスライスのサイズが自動的に変更されま
す。アップグレードするのに十分な容量が現在のファイルシステムにない場
合、ディスク容量を割り当て直すことができます。たとえば、アップグレードに
伴ってファイルシステムの容量を増やす必要があるのは、次のような場合です。

■ 現在システムにインストールされているOracle Solarisソフトウェアグループに
は、新しいリリースの新しいソフトウェアが含まれています。特定のソフト
ウェアグループに含められる新しいソフトウェアは、インストールの対象となる
ようにアップグレード時に自動的に選択されます。

■ 新しいリリースに、システム上の既存のソフトウェアよりもサイズが大きいソフ
トウェアが存在する。

自動配置機能を使用すると、ファイルシステムに必要な容量を確保するように
ディスク容量の再配置が行われます。最初、自動配置機能では、一連のデフォルト
の制約に基づいて容量を再割り当てしようとします。このため、この機能によって
容量の再配置が行われない場合は、ファイルシステムの制約を変更する必要があり
ます。
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注 –自動配置機能には、ファイルシステムの容量を増やす能力はありません。自動配
置機能では、次の処理を使用して容量を再割り当てします。

1. 変更の必要なファイルシステム上の必須ファイルをバックアップする。
2. ファイルシステムの変更にもとづいてディスクパーティションを再分割する。
3. アップグレードの前にバックアップファイルを復元する。

■ Oracle Solarisインストールプログラムを使用しているときに、自動配置機能で
ディスク容量の再割り当て方法を決定できない場合は、JumpStartプログラムを使
用してアップグレードする必要があります。

■ JumpStart方式を使用してアップグレードしているときに、アップグレード用プロ
ファイルを作成する場合は、ディスク容量が問題になる可能性があります。現在
のファイルシステムにアップグレードのための十分なディスク容量が含まれてい
ない場合は、backup_mediaおよび layout_constraintキーワードを使用して
ディスク容量を再割り当てできます。プロファイル内での backup_mediaおよび
layout_constraintキーワードの使用方法の例については、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド: JumpStartインストール』の「プロファイルの例」を参照し
てください。

アップグレード時のパッチアナライザの使用
最初の Solaris 10 3/05リリースに続く次のいずれかのリリースにアップグレードする
場合は、パッチアナライザによってシステムの解析が実行されます。

■ Solaris 10 1/06リリース
■ Solaris 10 6/06リリース

すでにOracle Solaris OSを実行しており、個々のパッチをインストールしている場合
は、以降のOracle Solaris 10リリースへのアップグレードによって次のことが実行さ
れます。

■ いずれかのリリースの一部として提供されたパッチがすべてシステムに再適用さ
れます。これらのパッチはバックアウトできません。

■ 以前にシステムにインストールされ、どのリリースにも含まれていないパッチが
すべて削除されます。

パッチアナライザを使用すると、削除されるパッチがどれであるかを判断できま
す。パッチアナライザの使用に関する詳細な手順については、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の付録D「アップグ
レード時のパッチアナライザの使用 (タスク)」を参照してください。

アップグレード計画

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画 • 2013年 3月38

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTJSpreparecustom-45277
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTJSpreparecustom-45277
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUupdatepatch-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUupdatepatch-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTLUupdatepatch-1


アップグレード用のシステムのバックアップと再
起動
Oracle Solaris OSにアップグレードする前に、既存のファイルシステムをバック
アップすることを強くお勧めします。ファイルシステムをテープなどのリムーバブ
ルメディアにコピーすれば、データの損失や損傷、破壊などを防止できます。

■ システムのバックアップ方法を説明した詳細な手順については、『Oracle Solaris
の管理:デバイスとファイルシステム』の第 19章「UFSファイルシステムの
バックアップと復元 (概要/タスク)」を参照してください。

■ 非大域ゾーンがインストールされているときにシステムをバックアップする方法
については、『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リソース管理とOracle
Solarisゾーン』の第 27章「Oracle Solarisゾーンの管理 (概要)」を参照してくださ
い。

以前のリリースでは、再起動メカニズムによって電力損失などの問題が発生したあ
ともアップグレードを続行できました。Solaris 10 10/08リリース以降では、問題が発
生した場合に、アップグレードが再開されない場合があります。

ネットワークセキュリティーの計画
Solaris 10 11/06リリース以降では、初期インストール中に、Secure Shellを除くすべて
のネットワークサービスが無効になるか、またはローカルリクエストへの応答のみ
に制限されるように、ネットワークセキュリティー設定を変更できます。このオプ
ションを使用すると、リモートの攻撃者から攻撃や侵入を受ける可能性を最小限に
抑えることができます。また、このオプションを利用することで、必要なサービス
だけを有効にできます。このセキュリティーオプションを使用できるのは初期イン
ストールのときだけで、アップグレード時には使用できません。アップグレードで
は、以前に設定されたすべてのサービスの設定内容が保持されます。ただし
netservicesコマンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後にネットワーク
サービスを制限することができます。

ネットワークセキュリティーの計画
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使用しているインストールプログラムに応じて、ネットワークサービスを制限する
か、サービスをデフォルトで有効にするかを選択できます。

■ Oracle Solaris対話式インストールの場合は、以前のOracle Solarisリリースのよう
に、ネットワークサービスをデフォルトで有効にするオプションを選択できま
す。また、ネットワークサービスを制限するオプションを選択することもできま
す。対話式インストールの詳細な説明については、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド:基本インストール』の第 2章「Oracle Solarisインストールプログラ
ムによるUFSファイルシステム用のインストール (タスク)」を参照してくださ
い。

■ JumpStartインストールの場合は、sysidcfgファイル内で新しいキーワード
service_profileを使用すると、このセキュリティー制限を設定できます。この
キーワードの詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワーク
ベースのインストール』の「service_profileキーワード」を参照してください。

制限されたセキュリティーの仕様
ネットワークのセキュリティーを制限する場合、多数のサービスが完全に無効にな
ります。その他のサービスは引き続き有効ですが、ローカル接続のみに制限されま
す。Secure Shellは、完全に有効なままです。

次の表に、Solaris 10 11/06リリースでローカル接続に制限されているネットワーク
サービスを示します。

表 3–4 Solaris 10 11/06 SMFで制限されているサービス

サービス FMRI プロパティー

rpcbind svc:/network/rpc/bind config/local_only

syslogd svc:/system/system-log config/log_from_remote

sendmail svc:/network/smtp:sendmail config/local_only

smcwebserver svc:/system/webconsole:console options/tcp_listen

WBEM svc:/application/management/

wbem

options/tcp_listen

Xサーバー svc:/application/x11/x11-serveroptions/tcp_listen

dtlogin svc:/application/

graphical-login/cde-login

dtlogin/args

ToolTalk svc:/network/

rpccde-ttdbserver:tcp

proto=ticotsord

dtcm svc:/network/

rpccde-calendar-manager

proto=ticits

ネットワークセキュリティーの計画
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表 3–4 Solaris 10 11/06 SMFで制限されているサービス (続き)
サービス FMRI プロパティー

BSD印刷 svc:/application/print/

rfc1179:default

bind_addr=localhost

インストール後のセキュリティー設定の修正
制限されたネットワークセキュリティー機能を使用する場合、影響を受けるすべて
のサービスが Service Management Framework (SMF)により制御されます。初期インス
トールの実行後に、svcadmおよび svccfgコマンドを使って任意のネットワーク
サービスを個別に有効にできます。

制限されたネットワークアクセスは、/var/svc/profile内にある SMFアップグ
レードファイルから netservicesコマンドを呼び出すことで実現されま
す。netservicesコマンドを使用して、サービスの起動動作を切り替えることができ
ます。

ネットワークサービスを手動で無効にする場合は、次のコマンドを実行します。

# netservices limited

このコマンドは、デフォルトでは変更が行われないアップグレードされたシステム
上で使用できます。このコマンドは、サービスを個別に有効にした後で制限された
状態に戻す場合にも使用できます。

同様に、次のコマンドを実行することによって、以前のOracle Solarisリリースと同
様にデフォルトのサービスを有効にできます。

# netservices open

セキュリティー設定の修正の詳細は、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の「SMFプ
ロファイルを作成する方法」を参照してください。また、次のマニュアルページも
参照してください。

■ netservices(1M)
■ svcadm(1M)
■ svccfg(1M)

ネットワークセキュリティーの計画
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ロケールの値
インストールの一部として、システムで使用するロケールの事前構成を行うことが
できます。「ロケール」によって、オンライン情報を特定の言語と特定の地域で表
示する方法が決まります。また、日付と時間の表記、数字や通貨、綴りなどの地域
的差異を表すために、1つの言語に対して複数のロケールが存在することもありま
す。

システムロケールの事前構成は、JumpStartプロファイルまたは sysidcfgファイルで
行うことができます。

次の表に、詳細を説明した資料を示します。

タスク 参照先

プロファイルでのロケールの設定 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』の「プロファイルの作
成」

sysidcfgファイルでのロケールの設定 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインス
トール』の「sysidcfgファイルによる事前構成」

ロケール値の一覧 『国際化対応言語環境の利用ガイド』

プラットフォーム名とプラットフォームグループ
ネットワークインストールでクライアントを追加するときには、システムアーキテ
クチャー (プラットフォームグループ)を知る必要があります。カスタム JumpStartイ
ンストールで rulesファイルを作成するときには、プラットフォーム名を知る必要が
あります。

次の表は、プラットフォーム名とグループのいくつかの例を示しています。SPARC
ベースのシステムの完全な一覧については、Oracle Solaris Sunハードウェアプラット
フォームガイド (http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/
index.html)を参照してください。

表 3–5 プラットフォーム名とプラットフォームグループの例

システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

Sun Fire T2000 sun4v

Sun Blade SUNW Sun-Blade-100 sun4u

x86ベース i86pc i86pc

ロケールの値
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注 –システムが動作している場合、システムのプラットフォーム名は uname -iコマン
ドで、システムのプラットフォームグループは uname -mコマンドで、それぞれ調べ
ることもできます。

x86:パーティション分割に関する推奨事項
x86ベースのシステムでOracle Solaris OSを使用する場合は、次のガイドラインに
従ってシステムのパーティション分割を行なってください。

Oracle Solarisインストールプログラムでは、デフォルトのブートディスク
パーティションレイアウトが使用されます。これらのパーティションは、fdisk

パーティションと呼ばれます。fdiskパーティションは、x86ベースシステム上の特
定のオペレーティングシステム専用のディスクドライブの論理パーティションで
す。Oracle Solarisソフトウェアをインストールするには、x86ベースシステム上に少
なくとも 1つのOracle Solaris fdiskパーティションを設定する必要があります。x86
ベースシステムでは、1台のディスク上に最大 4つの異なる fdiskパーティションが
許可されます。これらのパーティションは、個別のオペレーティングシステムをイ
ンストールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独自の fdisk

パーティション上に存在しなければなりません。1つのシステムに割り当てることの
できるOracle Solaris fdiskパーティションは、ディスクごとに 1つだけです。

表 3–6 x86:デフォルトのパーティション

パーティション パーティション名 パーティションサイズ

第 1
パーティション
(一部のシステム
のみ)

診断・サービス
パーティション

システムに既存のサイズ

x86:パーティション分割に関する推奨事項
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表 3–6 x86:デフォルトのパーティション (続き)
パーティション パーティション名 パーティションサイズ

2番目の
パーティション
(一部のシステム
のみ)

x86ブートパーティション ■ 初期インストールの場合は、この
パーティションは作成されません。

■ アップグレードするときに、使用しているシス
テムに既存の x86ブートパーティションがない
場合は、このパーティションは作成されませ
ん。

■ アップグレードするときに、システムに x86
ブートパーティションがある場合:

■ あるブートデバイスから別のブートデバイ
スにブートストラップするために
パーティションが必要な場合は、x86
ブートパーティションがシステムに保持さ
れます。

■ 追加のブートデバイスのブートに
パーティションが不要な場合は、x86
ブートパーティションは削除されま
す。パーティションの内容は、ルート
パーティションに移されます。

第 3
パーティション

Oracle Solaris
OSパーティション

ブートディスクの残りの領域

デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトで保存されるサービスパーティション
Oracle Solarisインストールプログラムは、デフォルトのブートディスク
パーティションレイアウトを使用して診断またはサービスパーティションに対応し
ます。システムに診断・サービスパーティションが含まれている場合、デフォルト
のブートディスクパーティションレイアウトを使用して、このパーティションを保
存できます。

診断・サービスパーティションを含まない x86ベースのシステムにOracle Solaris OS
をインストールする場合、インストールプログラムは、デフォルトでは新たに診
断・サービスパーティションを作成しません。システムに診断・サービス
パーティションを作成する場合は、ハードウェアのドキュメントを参照してくださ
い。

x86:パーティション分割に関する推奨事項
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システムで動作しているOracle Solaris OSのバージョンを
確認する方法

システム上で実行されているOracle Solarisソフトウェアのバージョンを確認するに
は、次のどちらかのコマンドを入力します。

$ uname -a

catコマンドを使用すると、より詳細な情報が得られます。

$ cat /etc/release

システムで動作しているOracle Solaris OSのバージョンを確認する方法
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インストールまたはアップグレードの前
の情報の収集

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の収集に役立
つチェックリストが含まれています。

■ 47ページの「インストール用チェックリスト」
■ 57ページの「アップグレード用のチェックリスト」

インストール用チェックリスト
Oracle Solaris OSのインストールに必要な情報を収集する際に、次のチェックリスト
を使用します。ただし、ワークシートに記載されているすべての情報を収集する必
要はありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。

表 4–1 インストール用チェックリスト

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されていますか。 ネットワーク接続あり/な
し

自動登録 オラクルの自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を
指定しますか。

My Oracle Supportの
ユーザー名とパスワード

プロキシサーバーホスト
名とポート番号

HTTPプロキシユーザー名
とパスワード

4第 4 章

47



表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワークセキュリティー Solaris 10 11/06リリース以降では、初期インストール中
に、Secure Shellを除くすべてのネットワークサービスが無
効になるか、またはローカルリクエストへの応答のみに制
限されるように、ネットワークセキュリティー設定を変更
できます。このセキュリティーオプションを使用できるの
は初期インストールのときだけで、アップグレード時には
使用できません。アップグレードでは、以前に設定した
サービスが保持されます。ただし netservicesコマンドを
使用すれば、必要に応じてアップグレード後にネット
ワークサービスを制限することができます。

インストール時に、制限されたネットワークセキュリ
ティーを選択できます。または、以前の Solarisリリースの
場合のように、より多くのサービスのセットを有効にでき
ます。セキュリティーの設定に迷う場合は、制限された
ネットワークセキュリティーオプションを選択しておく方
が安全です。このオプションを選択しておけば、インス
トール後にサービスを個別に有効にできるためです。これ
らのオプションの詳細については、39ページの「ネット
ワークセキュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使
用するか、SMFコマンドを使用して個別にサービスを有効
にする方法で、インストール後に有効にすることができま
す。41ページの「インストール後のセキュリティー設定の
修正」を参照してください。

制限されたネットワーク
セキュリティー/オープン
ネットワークセキュリ
ティー

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host Configuration
Protocol)を使ってネットワークインタフェースを構成しま
すか。

DHCPはインストールに必要なネットワークパラメータを
提供します。

はい/いいえ*
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DHCPを使
用しない場
合
は、ネット
ワークアド
レスをメモ
します

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの IPアドレスを
指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサブネットの一
部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマスクを指定しま
す。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6はTCP/IPインターネットプロトコルの 1つで、より強
固なセキュリティーを追加し、インターネットアドレスを
増やすことで、IPアドレスの指定を容易にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# uname -n

Kerberos このマシンにKerberosセキュリティーを構成しますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次KDC:

(オプション)追加KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由でのセキュリ
ティー保護されたトランザクションを提供するクライアン
トサーバーアーキテクチャーです。
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

システムで
ネーム
サービスを
使用する場
合は、説明
されている
情報を指定
します

ネームサービ
ス

このシステムではどのネームサービスを使用しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されているの
で、ユーザー、マシン、およびアプリケーションはネット
ワーク上で相互に通信できます。たとえば、ホスト名とア
ドレスまたはユーザー名とパスワードなどの情報が保管さ
れています。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使用
しない

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定します。

インストール中に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択
するか、またはカスタムNFSv4ドメイン名を指定できま
す。
■ 稼動中のシステムのドメイン名を確認する方法につい
ては、『Solarisのシステム管理 (ネットワークサービ
ス)』の「NFS version 4のドメインを確認する」を参照
してください。

■ sysidcfgファイルにNFSv4ドメイン名を事前構成する
には、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』の「nfs4_domain
キーワード」を参照してください。
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

NIS+および
NIS

ネームサーバーを指定しますか、それともインストールプ
ログラムにネームサーバーの検索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報を指定しま
す。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

■ NISクライアントの場合、サーバーのホスト名を表示す
るには次のコマンドを入力します。

# ypwhich

■ NIS+クライアントの場合、サーバーのホスト名を表示
するには次のコマンドを入力します。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

■ NISクライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# ypmatch nameserver-name hosts

■ NIS+クライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# nismatch nameserver-name hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン名やアドレス
などのさまざまなネットワーク情報を 1つの場所で管理す
ることによって、ネットワーク管理を容易にするための
サービスです。
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。少なくとも 1つ
の IPアドレスを指定する必要があり、最大 3つのアドレス
を指定できます。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次のコマンドを入
力します。

# getent hosts dns

DNS検索を行うときに検索するドメインのリストを入力で
きます。

検索するドメインのリスト:

ドメインネームシステム (DNS)は、インターネットが
TCP/IPネットワーク用に提供するネームサービスで
す。DNSは、ホスト名から IPアドレスに変換するサービ
スを提供します。数値表現の IPアドレスの代わりにマシン
名を使用するので、通信が簡単になります。また、メール
管理用のデータベースとしての働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定します。

プロファイル名:

プロファイルサーバー:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを指定した場
合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)は、TCP/IPを
使って動作するディレクトリを更新したり検索したりする
ときに使用される、比較的単純なプロトコルです。
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定しますか、それとも
Oracle Solarisインストールプログラムに IPアドレスの検索
を任せますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク間のトラ
フィック転送用のブリッジを提供します。IPアドレス
は、ネットワーク上の各ホストを識別する一意の番号で
す。

次のうちから選択できます。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IPアドレスを
使用して /etc/defaultrouterファイルが作成されま
す。システムをリブートすると、指定された IPアドレ
スがデフォルトルートになります。

■ Oracle Solarisインストールプログラムに IPアドレスを
検出させることができます。ただし、システム
は、ICMPルーター発見プロトコルを使用して自らを通
知するルーターの存在するサブネット上になければな
りません。コマンド行インタフェースを使用している
場合は、システムのブート時に IPアドレスが検出され
ます。

■ ルーターが存在しない場合、または今回はソフト
ウェアに IPアドレスを検出させない場合は、「な
し」を選択します。リブート時に、ソフトウェアが自
動的に IPアドレスの検出を試みます。

検出*/指定/なし

時間帯 デフォルトのタイムゾーンをどのように指定しますか。 地域*

GMTとの時差

時間帯ファイル

rootパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

キーボード この機能は、次のリリースで新たに加わりました。
■ SPARCの場合: Solaris10 10/06
■ x86の場合: Solaris 10 8/07

キーボードが自己識別型である場合は、インストール時に
キーボードの言語および配列が自動的に構成されま
す。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール
中にユーザーがキーボード構成の配列を選択できるよう
に、サポートされているキー配列の一覧が sysidkdbツール
によって提供されます。

SPARC:インストールプログラムは従来、インストール中
にUSBキーボードの自己識別値を 1と見なしていまし
た。そのため、自己識別型でないキーボードはすべて、イ
ンストール時に必ず米国英語 (U.S. English)キー配列に構成
されていました。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネット
ワークベースのインストール』の「sysidcfgファイルによる
事前構成」を参照してください。

ロケール どの地域のサポートをインストールしますか。

注 –ロケールは、NISまたはNIS+によって事前に構成でき
ます。詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』の「sysidcfgファイル
キーワード」を参照してください。

SPARC:電源管理 (電源管理シ
ステムをサポートする SPARC
システムの場合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –システムにEnergy Starバージョン 3以降がある場
合、この情報の入力は求められません。

はい*/いいえ

自動的なリブートまたは
CD/DVD取り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的にリブートし
ますか。

ソフトウェアをインストールした後にCD/DVDを自動的に
取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

デフォルトインストールまた
はカスタムインストール

デフォルトのインストールを実行しますか、それともイン
ストールをカスタマイズしますか。
■ デフォルトインストールを選択すると、ハードディス
ク全体がフォーマットされ、事前に選択されている一
連のソフトウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールを選択すると、ハードディスク
の配置を変更したり、必要なソフトウェアを選択して
インストールしたりできます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルトインス
トール」か「カスタムインストール」かの選択は表示され
ません。デフォルトインストールを実行するには、テキス
トインストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキスト
インストーラの画面で値を編集します。

デフォルトインストール
*/カスタムインストール

ソフトウェアグループ どのOracle Solarisソフトウェアグループをインストールし
ますか。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

全体ディストリ
ビューション*

開発者システムサポート

エンドユーザーシステム
サポート

コアシステムサポート

限定ネットワークシステ
ムサポート

カスタムパッケージ選択 インストールするOracle Solarisソフトウェアグループに対
してソフトウェアパッケージの追加や削除を行いますか。

注 –パッケージの追加や削除を行う場合には、ソフト
ウェアの依存関係やOracle Solarisソフトウェアがどのよう
にパッケージ化されているかを知っている必要がありま
す。

ディスクの選択 Oracle Solarisソフトウェアをどのディスク上にインス
トールしますか。

例: c0t0d0
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

x86: fdiskによる
パーティション分割

Oracle Solaris fdiskパーティションを作成、削除、または変
更しますか。

ファイルシステムの配置のために選択された各ディスクに
は、Oracle Solaris fdiskパーティションが必要です。

システムに現在サービスパーティションがある場
合、Solarisインストールプログラムはデフォルトでサービ
スパーティションを保持します。サービスパーティション
を保持しない場合、fdiskパーティションをカスタマイズ
する必要があります。サービスパーティションの保存につ
いては、44ページの「デフォルトのブートディスク
パーティションレイアウトで保存されるサービス
パーティション」を参照してください。

fdiskパーティションのカスタマイズのためにディスクを
選択しますか。

はい/いいえ*

fdiskパーティションをカスタマイズしますか。 はい/いいえ*

データの保持 Oracle Solarisソフトウェアをインストールしているディス
ク上に存在するデータをすべて保持しますか。

はい/いいえ*

ファイルシステムの自動配置 インストールプログラムに、ディスク上のファイルシステ
ムを自動的に配置させますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを自動配置しま
すか。

例: /、/opt、/var

「いいえ」の場合は、手作業でファイルシステムを配置す
る必要があります。

注 – Oracle SolarisインストールGUIは、デフォルトで
ファイルシステムを自動配置します。

はい*/いいえ

リモートファイルシステムの
マウント

このシステムからほかのファイルシステムにあるソフト
ウェアにアクセスする必要がありますか。

必要な場合、リモートファイルシステムに関する次の情報
を用意します。

はい/いいえ*

サーバー:

IPアドレス:

リモートファイルシステム:

ローカルマウントポイント:
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表 4–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

tipラインを介してインス
トールしている場合は、次の
手順に従います

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上あるか確認しま
す。詳細は、tip(1)のマニュアルページを参照してくださ
い。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、sttyコマン
ドを使用します。詳細は、stty(1)のマニュアルページを参
照してください。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場合
は、Ethernetコネクタまたはそれに類似したネットワーク
アダプタがシステムに装着されていることを確認します。

計画の章およびその他の関連
ドキュメントの確認

■ 計画の章全体または特定のセクションを第 3章「シス
テム要件、ガイドライン、およびアップグレード情
報」で確認します。

■ Oracle Solaris 10 8/11ご使用にあたって (http://
www.oracle.com/

technetwork/indexes/documentation/index.html)やベン
ダーのリリースノートを参照して、使用するソフト
ウェアが新しいOracle Solarisリリースでサポートされ
ていることを確認します。

■ 次の情報を参照して、使用するハードウェアがサ
ポートされていることを確認します。

■ Oracle Solarisハードウェア互換リスト
■ SPARC: Oracle Solaris Sunハードウェアプラット
フォームガイド (http://www.oracle.com/
technetwork/indexes/documentation/index.html)

■ システムに添付されている資料を参照して、使用する
システムやデバイスがOracle Solarisリリースでサ
ポートされていることを確認します。

アップグレード用のチェックリスト
Oracle Solaris OSのアップグレードに必要な情報を収集する際に、次のチェックリス
トを使用します。ただし、チェックリストに記載されているすべての情報を収集す
る必要はありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してくださ
い。アップグレードをネットワークを使用して行う場合は、インストールプログラ
ムが現在のシステム構成から情報を取得します。

ホスト名や IPアドレスのような、システムの基本的な識別情報は変更できませ
ん。インストールプログラムによってシステムの基本的な識別情報を入力するよう
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に求められる場合がありますが、元の値を入力する必要があります。Oracle Solarisイ
ンストールプログラムを使用してアップグレードを行う場合は、値を変更すると
アップグレードが失敗します。

表 4–2 アップグレード用のチェックリスト

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されてい
ますか。

ネットワーク接続あり/なし

自動登録 オラクルの自動登録のサポート資格情報とプ
ロキシ情報を指定しますか。

My Oracle Supportのユーザー名
とパスワード

プロキシサーバーホスト名と
ポート番号

HTTPプロキシユーザー名とパ
スワード

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host
Configuration Protocol)を使ってネットワークイ
ンタフェースを構成しますか。

DHCPはインストールに必要なネットワークパ
ラメータを提供します。

はい/いいえ*
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

DHCPを使用
しない場合
は、ネット
ワークアドレ
スをメモしま
す

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの IP
アドレスを指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサブ
ネットの一部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマス
クを指定します。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6はTCP/IPインターネットプロトコルの 1
つで、より強固なセキュリティーを追加
し、インターネットアドレスを増やすこと
で、IPアドレスの指定を容易にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# uname -n
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

Kerberos このマシンにKerberosセキュリティーを構成し
ますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次KDC:

(オプション)追加KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由でのセ
キュリティー保護されたトランザクションを
提供するクライアントサーバーアーキテク
チャーです。

システムで
ネームサービ
スを使用する
場合は、説明
されている情
報を指定しま
す

ネームサービス このシステムではどのネームサービスを使用
しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されてい
るので、ユーザー、マシン、およびアプリ
ケーションはネットワーク上で相互に通信で
きます。たとえば、ホスト名とアドレスまた
はユーザー名とパスワードなどの情報が保管
されています。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使用しな
い
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定しま
す。

インストール中に、デフォルトのNFSv4ドメ
イン名を選択するか、またはカスタムNFSv4
ドメイン名を指定できます。
■ 稼動中のシステムのドメイン名を確認する
方法については、『Solarisのシステム管理
(ネットワークサービス)』の「NFS version 4
のドメインを確認する」を参照してくださ
い。

■ sysidcfgファイルにNFSv4ドメイン名を事
前構成するには、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド:ネットワークベースの
インストール』の「nfs4_domain
キーワード」を参照してください。
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

NIS+およびNIS ネームサーバーを指定しますか、それともイ
ンストールプログラムにネームサーバーの検
索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報
を指定します。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

■ NISクライアントの場合、サーバーのホス
ト名を表示するには次のコマンドを入力し
ます。

# ypwhich

■ NIS+クライアントの場合、サーバーのホス
ト名を表示するには次のコマンドを入力し
ます。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

■ NISクライアントの場合、サーバーの IPア
ドレスを表示するには次のコマンドを入力
します。

# ypmatch nameserver-name hosts

■ NIS+クライアントの場合、サーバーの IP
アドレスを表示するには次のコマンドを入
力します。

# nismatch nameserver-name
hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン名
やアドレスなどのさまざまなネットワーク情
報を 1つの場所で管理することに
よって、ネットワーク管理を容易にするため
のサービスです。
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。少
なくとも 1つの IPアドレスを指定する必要が
あり、最大 3つのアドレスを指定できます。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次の
コマンドを入力します。

# getent hosts dns

DNS検索を行うときに検索するドメインのリ
ストを入力できます。

検索するドメインのリスト:

ドメインネームシステム (DNS)は、イン
ターネットがTCP/IPネットワーク用に提供す
るネームサービスです。DNSは、ホスト名か
ら IPアドレスに変換するサービスを提供しま
す。数値表現の IPアドレスの代わりにマシン
名を使用するので、通信が簡単になりま
す。また、メール管理用のデータベースとし
ての働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定し
ます。

プロファイル名:

プロファイルサーバー:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを指
定した場合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)
は、TCP/IPを使って動作するディレクトリを
更新したり検索したりするときに使用され
る、比較的単純なプロトコルです。
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定します
か、それともOracle Solarisインストールプログ
ラムに IPアドレスの検索を任せますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク
間のトラフィック転送用のブリッジを提供し
ます。IPアドレスは、ネットワーク上の各ホ
ストを識別する一意の番号です。

次のうちから選択できます。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IP
アドレスを使用して /etc/defaultrouter

ファイルが作成されます。システムをリ
ブートすると、指定された IPアドレスがデ
フォルトルートになります。

■ Oracle Solarisインストールプログラムに IP
アドレスを検出させることができます。た
だし、システムは、ICMPルーター発見プ
ロトコルを使用して自らを通知する
ルーターの存在するサブネット上になけれ
ばなりません。コマンド行インタフェース
を使用している場合は、システムのブート
時に IPアドレスが検出されます。

■ ルーターが存在しない場合、または今回は
ソフトウェアに IPアドレスを検出させない
場合は、「なし」を選択します。リブート
時に、ソフトウェアが自動的に IPアドレス
の検出を試みます。

検出*/指定/なし

時間帯 デフォルトのタイムゾーンをどのように指定
しますか。

地域*

GMTとの時差

時間帯ファイル

rootパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

デフォルトインストールまたはカス
タムインストール

デフォルトのインストールを実行します
か、それともインストールをカスタマイズし
ますか。
■ デフォルトインストールを選択する
と、ハードディスク全体がフォーマットさ
れ、事前に選択されている一連のソフト
ウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールを選択する
と、ハードディスクの配置を変更した
り、必要なソフトウェアを選択してインス
トールしたりできます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルト
インストール」か「カスタムインス
トール」かの選択は表示されません。デ
フォルトインストールを実行するには、テキ
ストインストーラに表示されるデフォルト値
をそのまま使用します。カスタムインス
トールを実行するには、テキストインス
トーラの画面で値を編集します。

デフォルトインストール*/カス
タムインストール

キーボード この機能は、次のリリースで新たに加わりま
した。
■ SPARCの場合: Solaris 10 10/06
■ x86の場合: Solaris 10 8/07

キーボードが自己識別型である場合は、イン
ストール時にキーボードの言語および配列が
自動的に構成されます。キーボードが自己識
別型でない場合は、インストール中に
ユーザーがキーボード構成の配列を選択でき
るように、サポートされているキー配列の一
覧が sysidkdbツールによって提供されます。

SPARC:インストールプログラムは従来、イン
ストール中にUSBキーボードの自己識別値を 1
と見なしていました。そのため、自己識別型
でないキーボードはすべて、インストール時
に必ず米国英語 (U.S. English)キー配列に構成さ
れていました。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ
イド:ネットワークベースのインス
トール』の「sysidcfgファイルによる事前構
成」を参照してください。
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

ロケール どの地域のサポートをインストールします
か。

注 –ロケールは、NISまたはNIS+によって事前
に構成できます。詳細は、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド:ネットワークベースの
インストール』の「sysidcfgファイル
キーワード」を参照してください。

SPARC:電源管理 (電源管理システム
をサポートする SPARCシステムの場
合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –システムにEnergy Starバージョン 3以降が
ある場合、この情報の入力は求められませ
ん。

はい/いいえ

自動的なリブートまたはCD/DVD取
り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的
にリブートしますか。

ソフトウェアをインストールした後に
CD/DVDを自動的に取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ

ディスク容量の再割り当て インストールプログラムに、ディスク上のシ
ステムを自動的に再配置させますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを
自動配置しますか。

例: /、/opt、/var

「いいえ」の場合は、システム構成用の情報
を指定する必要があります。

はい/いいえ*

tipラインを介してインストールし
ている場合は、次の手順に従います

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上あるか
確認します。詳細は、tip(1)のマニュアル
ページを参照してください。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるに
は、sttyコマンドを使用します。詳細
は、stty(1)のマニュアルページを参照してく
ださい。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場
合は、Ethernetコネクタまたはそれに類似した
ネットワークアダプタがシステムに装着され
ていることを確認します。
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表 4–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

Live Upgradeの使用 ■ 新しいブート環境を作成してそれをアップ
グレードするためのリソース要件を調べま
す。詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド: Live Upgradeとアップグ
レードの計画』の第 3章「Live Upgrade (計
画)」を参照してください。

■ RAID-1ボリュームを使用している場合の
リソース要件を調べます。詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ
イド: Live Upgradeとアップグレードの計
画』の「ファイルシステムのスライスを選
択するための指針」を参照してください。

Prestoserveソフトウェアがシステム
に存在するかの確認

Prestoserveソフトウェアを使用している場
合、init 0コマンドを使ってシステムを
シャットダウンしてからアップグレードプロ
セスを開始すると、データが失われることが
あります。シャットダウンについての説明
は、Prestoserveの資料を参照してください。

必要なパッチの確認 最新のパッチリストは、http://

support.oracle.comで提供されます。

計画の章およびその他の関連ド
キュメントの確認

■ 計画の章全体または特定のセクションを
第 3章「システム要件、ガイドライン、お
よびアップグレード情報」で確認します。

■ Oracle Solaris 10 8/11ご使用にあたって
(http://www.oracle.com/
technetwork/indexes/documentation/

index.html)やベンダーのリリースノートを
参照して、使用するソフトウェアが新しい
Oracle Solarisリリースでサポートされてい
ることを確認します。

■ 10 8/11 Oracle Solaris Sunハードウェアプ
ラットフォームガイドを参照して、使用す
るハードウェアがサポートされていること
を確認します。

■ システムに添付されている資料を参照し
て、使用するシステムやデバイスがOracle
Solarisリリースでサポートされていること
を確認します。
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ZFS、ブート、Oracle Solarisゾーン、お
よび RAID-1ボリュームに関連するイン
ストールについて
このパートでは、Oracle Solaris OSのインストールまたはアップグレードに関連
するいくつかの技術の概要を説明します。ガイドラインおよび要件についても解
説します。

■ ZFSルート (/)ファイルシステムのインストール
■ x86または SPARCベースのシステムでのブート
■ Oracle Solarisゾーン区分技術
■ Solarisボリュームマネージャーのコンポーネント (RAID-1など)

パ ー ト I I
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ZFSルートファイルシステムのインス
トール計画

この章では、ZFSルートプールをインストールする場合のシステム要件と制限事項に
ついて説明します。ZFSルートプールをインストールするインストールプログラムの
概要についても説明します。この章は、次のセクションを含みます。

■ 72ページの「ZFSルートプールのインストールの要件」
■ 74ページの「ZFSルートプールをインストールするためのOracle Solarisインス
トールプログラム」

システム上に複数のブート環境が存在する場合は、ブートについて第 6章「SPARC
および x86ベースのブート (概要と計画)」を参照してください。

ZFSインストール向けのOracle Solaris 10 8/11リリースの
新機能

Oracle Solaris 10 8/11以降のリリースでは、ZFSファイルシステムに次のインス
トール拡張機能が追加されました。

■ テキストモードのインストール方法を使用すると、ZFSフラッシュアーカイブで
システムをインストールできます。

■ Live Upgradeの luupgradeコマンドを使用すると、ZFSルートのフラッシュアーカ
イブをインストールできます。

■ Live Upgradeの lucreateコマンドを使用すると、UFSブート環境または ZFS
ブート環境を、個別の /varファイルシステムを含む ZFSブート環境に移行できま
す。

手順と制限事項の詳細は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の第 4章「Oracle Solaris
ZFSルートファイルシステムのインストールとブート」を参照してください。

5第 5 章
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ZFSインストール向けのOracle Solaris 10 10/09リリースの
新機能

Solaris 10 10/09リリース以降では、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。

フラッシュアーカイブは、UFSルートファイルシステムまたは ZFSルートファイル
システムを実行しているシステム上で作成できます。ZFSルートプールのフ
ラッシュアーカイブには、スワップボリュームとダンプボリュームおよび任意の除
外されたデータセットを除く、プール階層全体が含まれます。スワップボリューム
とダンプボリュームは、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

フラッシュアーカイブによるインストール方法は次のとおりです。

1. ZFSルートファイルシステムによるシステムのインストールとブートに使用でき
るフラッシュアーカイブを生成します。

2. ZFSフラッシュアーカイブを使用して、システムの JumpStartインストールを実行
します。

注 – ZFSフラッシュアーカイブを作成すると、個別のブート環境ではな
く、ルートプール全体がバックアップされます。プール内の個々のデータセット
は、flarcreateおよび flarコマンドの -Dオプションを使用して除外できます。

詳細と制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参
照してください。

ZFSルートプールのインストールの要件
次の表に、ZFSルートプールをインストールするためのシステム要件と制限事項を示
します。

表 5–1 システム要件と制限事項

要件または制限事項 説明 情報

メモリー 最小メモリーは 1.5Gバイトです。全体的なパフォーマ
ンスを向上させるには、1.5Gバイト以上が推奨されま
す。

『Oracle Solaris ZFS管理ガイ
ド』。

ディスク容量 ブート可能な ZFSルートファイルシステムに使用され
るプール領域の最小ディスク容量は、物理メモリー容
量、使用可能ディスク領域、作成するブート環境の数
によって異なります。

詳細は、74ページの「ZFSインス
トールのディスク容量要件」を参
照してください。
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表 5–1 システム要件と制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

ZFSストレージプールを
アップグレード可能かつ
ブート可能にするに
は、ディスク全体ではな
くスライスとして作成し
ます。

■ スライスを使って作成したプールはミラー化できま
すが、RAID-Zにも複数ディスクの非冗長構成にも
できません。SVMデバイス情報を /dev/md/[r]dsk

ディレクトリで利用可能にしておいてください。

■ プールには、SMIラベルを付けます。EFIラベルの
付いたディスクはブートできません。

■ x86のみ: ZFSプールは fdiskパーティションを持つ
スライス内に作成します。

■ EFIラベルの付いたディスク
のその他の制約について
は、『Oracle Solarisの管理:デ
バイスとファイルシステ
ム』の「ディスク管理の概
要」を参照してください。

■ SMIラベル付きの fdisk

パーティションを作成する場
合は、『Oracle Solarisの管理:
デバイスとファイルシステ
ム』の「Solaris fdisk
パーティションを作成する方
法」を参照してください。

■ fdiskパーティションについて
は、43ページの「x86:
パーティション分割に関する
推奨事項」を参照してくださ
い。

Live Upgradeを使用して
UFSルート (/)ファイルシ
ステムから ZFSルート
プールに移行する場合
は、次の要件を考慮して
ください。

■ Live Upgradeを使用したUFSファイルシステムから
ZFSルートプールへの移行、またはルートプール内
での新しいブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リ
リース以降の新機能です。このリリースには、ZFS
で Live Upgradeを使用するために必要なソフト
ウェアが含まれています。Live Upgradeで ZFSを使
用するには、少なくともこのリリースがインス
トールされている必要があります。

■ UFSファイルシステムから ZFSファイルシステムへ
の移行のみが可能です。

■ UFSファイルシステム以外のファイルシステム
を ZFSルートプールに移行することはできませ
ん。

■ UFSファイルシステムを ZFSルートプールから
作成することはできません。

■ 移行する前に、ZFSストレージプールが存在するこ
とを確認してください。

■ Live Upgradeの使用に関するそ
の他の制限事項について
は、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: Live
Upgradeとアップグレードの
計画』の「Live Upgrade使用時
のシステム要件と制限事
項」を参照してください。

■ ステップごとの手順について
は、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: Live
Upgradeとアップグレードの
計画』の「UFSファイルシス
テムの ZFSファイルシステム
への移行」を参照してくださ
い。
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ZFSインストールのディスク容量要件
通常、UFSルートファイルシステムを含むシステムでは、スワップとダンプが同じ
スライス上に存在します。そのため、UFSはダンプデバイスとスワップ空間を共有
します。ZFSルートプールでは、スワップとダンプは別々のZFSボリュームとなるの
で、同じ物理空間が共有されることはありません。システムが ZFSルートファイル
システムを使ってインストールまたはアップグレードされている場合、スワップ領
域とダンプデバイスのサイズは、物理メモリーの容量に依存します。ブート可能な
ZFSルートファイルシステムに使用されるプール領域の最小ディスク容量は、物理メ
モリー容量、使用可能ディスク領域、作成するブート環境の数によって異なりま
す。容量は次のように消費されます。

■ スワップ領域とダンプデバイス -スワップのデフォルトサイズは物理メモリーサ
イズの半分ですが、512Mバイトから 2Gバイトまでの範囲を超えることはありま
せん。ダンプデバイスは、メモリーサイズと dumpadm.confファイルの内容に基づ
いて計算されます。このファイルでは、クラッシュダンプに何を含めるかを定義
します。スワップボリュームとデバイスボリュームのサイズは、インストール前
またはインストール後に調整することができます。詳細については、『Oracle
Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSのプロパティーの概要」を参照してください。

■ ブート環境 -新しいスワップおよびダンプの容量要件、または調整したスワップ
およびダンプのデバイスサイズのほかに、UFSブート環境から移行した ZFS
ブート環境に約 6Gバイト必要です。別の ZFSブート環境からの各クローン ZFS
ブート環境には、追加のディスク容量は必要ありません。ただし、パッチを適用
したためにブート環境のサイズが増加する可能性はあります。同じルートプール
内のすべての ZFSブート環境で、同じスワップとダンプデバイスが使用されま
す。

ZFSルートプールをインストールするためのOracle
Solarisインストールプログラム

ZFSルートプールの初期インストールを実行するインストールプログラムは、次のと
おりです。

■ Oracle Solarisインストールプログラムテキストインストーラ
■ インストールプロファイル付きの JumpStart

Live UpgradeでUFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行できます。Live
Upgradeで、アップグレード可能な ZFSブート環境を作成することもできます。

テキストインストーラとZFSインストール
Oracle Solarisテキストインストーラは、ZFSルートプールの初期インストールを実行
します。インストール中に、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらをイ

ZFSルートプールをインストールするためのOracle Solarisインストールプログラム
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ンストールするか選択できます。インストール中に 2つ以上のスライスを選択し
て、ミラー化された ZFSルートプールを設定できます。ミラー化された ZFSルート
プールは、インストールのあとで追加のディスクを接続または追加して作成するこ
ともできます。ZFSボリューム上のスワップおよびダンプデバイスは、ZFSルート
プール内に自動的に作成されます。

次の制限事項に注意してください。

■ インストールGUIは、ZFSルートプールのインストールでは使えません。
■ アップグレードに、標準のアップグレードプログラムは使えません。ZFSルート
プールをアップグレードするには、Live Upgradeを使用する必要があります。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:基本インストール』の第 3
章「Oracle Solaris対話式テキストインストーラによる ZFSルートプール用のインス
トール (計画とタスク)」を参照してください。

Live UpgradeとZFSインストール
Live Upgrade機能を使用すると、次のタスクを実行できます。

■ UFSルート (/)ファイルシステムを ZFSルートプールに移行する
■ 新しいブート環境を次のようにして作成する

■ 既存の ZFSルートプール内に
■ 別の ZFSルートプール内に
■ 現在稼働中のシステム以外のソースから
■ 非大域ゾーンがインストールされているシステム上への作成

lucreateコマンドを使用して ZFSブート環境を作成したあとは、ブート環境でほか
の Live Upgradeコマンドを使用できます。lucreateコマンドを使用する前に、スト
レージプールを作成する必要があります。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの
計画』の第 10章「Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してください。

JumpStartとZFSインストール
Solaris 10 10/09リリース以降では、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。72ページの「ZFSインストール向
けのOracle Solaris 10 10/09リリースの新機能」を参照してください。

プロファイルを作成して、ZFSストレージプールの作成、およびブート可能な ZFS
ファイルシステムの指定を行えます。新しい ZFSキーワードによって初期インス
トールが実現します。

次の制限事項に注意してください。

ZFSルートプールをインストールするためのOracle Solarisインストールプログラム
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■ install_type upgradeキーワードは、ZFSルートプールのアップグレードには使
えません。フラッシュアーカイブキーワードも使用できません。

■ UFS固有のプロファイルで使用可能なキーワードで、ZFS固有のプロファイルで
は使用できないものがあります。

詳細は、次の資料を参照してください。

■ ZFSインストールで使用できるキーワードに関するクイックリファレンスについ
ては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインス
トール』の「プロファイルキーワードのクイックリファレンス」を参照してくだ
さい。

■ ZFSキーワードの説明およびプロファイルの例については、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド: JumpStartインストール』の第 9章「JumpStartによる ZFS
ルートプールのインストール」を参照してください。

ZFSルートプールをインストールするためのOracle Solarisインストールプログラム
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SPARCおよび x86ベースのブート (概要と
計画)

Solaris 10 10/08リリース以降では、Oracle Solarisブートアーキテクチャーの変更に
よって、ZFSファイルシステムなどの別のファイルシステムタイプからブートする機
能を含めて、多くの新機能が提供されています。この章では、これらの変更につい
て説明し、ブートに関する詳細な情報のリファレンスを提供します。また、x86シス
テムのGRUBベースのブートの概要を説明します。

この章は、次のセクションから構成されています。

■ 77ページの「Oracle Solaris用のブート (概要)」
■ 79ページの「x86: GRUBベースのブート (概要)」
■ 80ページの「x86: GRUBベースのブート (計画)」

Oracle Solaris用のブート (概要)
Solaris 10 10/08リリース以降では、Oracle Solaris SPARCブートストラップ処理が再設
計され、Oracle Solaris x86ブートアーキテクチャーとの共通点が増えています。改善
されたOracle Solarisブートアーキテクチャーにより、直接ブート、RAMディスク
ベースのブート、およびRAMディスクミニルートが SPARCプラットフォーム上で
可能になります。これらを可能にする技術によって、次の機能がサポートされま
す。

■ システムを ZFSファイルシステムなどの追加されたファイルシステムからブート
する。

■ ソフトウェアインストール用の単一のミニルートをDVD、NFS、またはHTTPか
らブートする。

その他の改善点としては、ブート時間の大幅な短縮、柔軟性の向上、保守の必要性
の低下などが挙げられます。
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このアーキテクチャーの再設計の一環として、これまでOracle Solaris x86プラット
フォームでしか使用できなかったOracle Solarisブートアーカイブと bootadmコマンド
が、Oracle Solaris SPARCブートアーキテクチャーの一部として完全に組み込まれま
した。

Oracle Solaris SPARCブートの実装は変更されましたが、SPARCベースのシステムを
ブートするための管理手順は影響を受けていません。Oracle Solarisのインストールに
ZFSファイルシステムからインストールする機能が追加されましたが、それ以外は新
しいブートアーキテクチャーのために変更されたものはありません。

ZFSブート環境のブート (概要)
複数のOSがインストールされている、または ZFSルートプールに複数のルート
ブート環境を持つシステムの場合、これらのブート環境から SPARCプラット
フォーム用と x86プラットフォーム用の両方のブートが可能です。ブート可能な
ブート環境には、Live Upgradeで作成されたブート環境も含まれます。

■ Solaris 10 10/08以降のリリースでは、SPARCシステムでZFSプール内のZFS
ルートファイルシステムをブートできます。ZFSルートプールの場合は、bootコ
マンドに -Lオプションを指定して、利用できるブート環境の一覧を表示できま
す。そこからブート環境を選択し、OBP bootコマンドに -Zオプションを指定し
て実行すれば、そのブート環境をブートできます。-Zオプションは、ZFSルート
プールの新規ブート環境のブートにも使用される luactivateコマンドの代替で
す。luactivateコマンドは、主にブート環境の切り替えに使用します。UFS
ファイルシステムでは、プライマリ管理インタフェースとして引き続
き、OpenBoot PROM OBPを使用します。指定するブートオプションは、OBPの
コマンドを使用して選択します。

■ Solaris 10 1/06以降のリリースでは、x86システムのGRUBブートメニューに、さ
まざまなブート環境からブートできるインタフェースが備えられました。Solaris
10 10/08以降のリリースでは、ブートに利用できるZFSブート環境の一覧がこの
メニューに表示されます。デフォルトのブート環境が ZFSファイルシステムで
GRUBメニューが表示されている場合、そのままデフォルトのブート環境を
ブートすることも、他のブート環境を選択してブートすることもできま
す。GRUBメニューは、ZFSルートプールの新規ブート環境のブートにも使用さ
れる luactivateコマンドの代替です。luactivateコマンドは、主にブート環境の
切り替えに使用します。

SPARCシステムと x86システムの両方で、各 ZFSルートプールには、デフォルトの
ルートファイルシステムとして指定されたデータセットがあります。SPARCの場合
は、bootコマンドを入力します。x86の場合は、GRUBメニューからデフォルトを選
択すると、デフォルトのルートファイルシステムがブートされます。

詳細は、次の資料を参照してください。

ZFSブート環境のブート (概要)
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■ ブート機能の概要については、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 8章「シス
テムのシャットダウンとブートの概要」を参照してください。

■ ブート機能の詳細な概要については、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 9
章「システムのシャットダウンとブート (概要)」を参照してください。

■ x86: menu.lstファイルの編集や menu.lstファイルの検索などのブート動作の変更
については

、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の「x86システムでのブート動作の変更 (タ
スクマップ)」を参照してください。

■ ZFSファイルシステムをブートするための手順については、『Oracle Solarisの管
理:基本管理』の第 12章「Oracle Solarisシステムのブート (タスク)」を参照してく
ださい。

■ GRUB menu.lstファイルの検索や bootadmコマンドの使用など、ブートアーカイ
ブを管理するための手順については、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 13
章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理 (タスク)」を参照してください。

x86: GRUBベースのブート (概要)
オープンソースのブートローダー、GRUBは、x86ベースシステム上のOracle Solaris
OSでのデフォルトブートローダーです。

ブートローダーは、システムの電源を入れたあと最初に実行されるソフトウェアプ
ログラムです。x86ベースのシステムの電源を入れると、BIOS (Basic Input/Output
System)により、CPU、メモリー、およびプラットフォームハードウェアが初期化さ
れます。初期化フェーズが完了すると、BIOSが構成済みブートデバイスからブート
ローダーをロードし、システムの制御をブートローダーに移します。

GRUBは、簡単なメニューインタフェースを備えたオープンソースのブート
ローダーで、メニューには構成ファイルに定義されたブートオプションが表示され
ます。また、GRUBはコマンド行インタフェースも備えており、メニューインタ
フェースからアクセスしてさまざまなブートコマンドを実行できます。Oracle Solaris
OSでは、GRUBの実装はマルチブート仕様に準拠しています。これについて
は、http://www.gnu.org/software/grub/grub.htmlで詳細に説明されています。

Oracle Solarisカーネルはマルチブート仕様に完全に準拠しているため、GRUBを使用
してOracle Solaris x86ベースシステムをブートできます。GRUBを使用すると、さま
ざまなオペレーティングシステムのブートおよびインストールがより簡単にできま
す。

GRUBの主な利点は、ファイルシステムおよびカーネル実行可能ファイルの形式に
対して直観的であるため、ディスク上のカーネルの物理的位置を記録せずにオペ
レーティングシステムをロードできることです。GRUBベースのブートで
は、カーネルのファイル名、ドライブ、およびカーネルがあるパーティションを指

x86: GRUBベースのブート (概要)
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定することでカーネルがロードされます。GRUBベースのブートによって、Oracle
Solaris Device Configuration Assistantが置き換えられ、ブートプロセスが単純化されま
す。

x86: GRUBベースのブート (計画)
このセクションでは、GRUB (Oracle Solarisの機能)ベースのブートの基本と、GRUB
メニューについて説明します。

Oracle Solaris OSのインストール時に、デフォルトで 2つのGRUBメニューエントリ
がシステムにインストールされます。最初のエントリはOracle Solaris OSエントリで
す。2番目のエントリはフェイルセーフブートアーカイブで、システムの回復に使用
されます。Solaris GRUBメニューエントリは、Oracle Solarisソフトウェアのインス
トールおよびアップグレード処理の一環として自動的にインストールおよびアップ
グレードされます。これらのエントリはOSによって直接管理されるため、手動で編
集しないでください。

Oracle Solaris OSの標準インストール中に、システム BIOSの設定を変更せずにGRUB
がOracle Solaris fdiskパーティションにインストールされます。このOSが BIOS
ブートディスクにない場合は、次のいずれかの操作を行う必要があります。

■ BIOSの設定を変更します。
■ ブートマネージャーを使用してOracle Solarisパーティションにブートストラップ
します。詳細については、使用しているブートマネージャーの使用方法を参照し
てください。

ブートディスクにOracle Solaris OSをインストールする方法をお勧めします。マシン
に複数のオペレーティングシステムがインストールされている場合は、エントリを
menu.lstファイルに追加できます。これらのエントリは、システムを次にブートし
たときにGRUBメニューに表示されます。

GRUBおよび複数のオペレーティングシステムの詳細は、『Oracle Solarisの管理:基
本管理』の「GRUBで複数のオペレーティングシステムをサポートする方法」を参
照してください。

x86:ネットワークからのGRUBベースのインス
トールの実行
GRUBベースのネットワークブートを実行するには、PXEクライアント用に構成さ
れたDHCPサーバーと、tftpサービスを提供するインストールサーバーが必要で
す。DHCPサーバーは、DHCPクラス PXEClientおよび GRUBClientに応答できる必要
があります。DHCP応答には、次の情報が含まれている必要があります。
■ ファイルサーバーの IPアドレス
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■ ブートファイルの名前 (pxegrub)

注 – rpc.bootparamdは、通常、ネットワークブートを実行する場合にサーバー側で必
要とされるファイルですが、GRUBベースのネットワークブートでは不要です。

PXEもDHCPサーバーも使用できない場合は、CD-ROMまたはローカルディスクか
らGRUBをロードできます。次にGRUBでネットワークを手動で構成し、ファイル
サーバーからマルチブートプログラムとブートアーカイブをダウンロードできま
す。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインス
トール』の「PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストールの概要」を
参照してください。
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Oracle Solarisゾーンがシステムにインス
トールされている場合のアップグレード

この章では、非大域ゾーンが構成されている場合に、Oracle Solarisゾーン区分技術が
Oracle Solaris OSのアップグレードにどのように関連するかの概要について説明しま
す。

この章は、次のセクションから構成されています。

■ 83ページの「Oracle Solarisゾーンの概要」
■ 84ページの「非大域ゾーンを含むアップグレード」
■ 88ページの「非大域ゾーンのディスク容量要件」

Oracle Solarisゾーンの概要
Oracle Solarisゾーン区分技術は、オペレーティングシステムサービスを仮想化し、ア
プリケーションを実行するためにセキュアで隔離された環境を提供するために使用
されます。非大域ゾーンは、Oracle Solaris OSの 1つのインスタンス内で作成され
る、仮想化されたオペレーティングシステム環境です。

非大域ゾーンを作成すると、アプリケーション実行環境が生成されます。このアプ
リケーション実行環境内のプロセスは、システムのほかの部分から隔離されま
す。このように隔離されているので、ある非大域ゾーンで実行中のプロセスが、ほ
かの非大域ゾーンで実行中のプロセスから監視または操作されることがありませ
ん。スーパーユーザー資格で実行されているプロセスであっても、ほかのゾーンの
活動を監視したり操作したりすることはできません。また、非大域ゾーンによ
り、アプリケーションを配備するマシンの物理的属性からアプリケーションを分離
する抽象層も提供されます。このような属性の例として、物理デバイスパスがあり
ます。

各Oracle Solarisシステムには大域ゾーンが 1つ含まれています。大域ゾーンは 2つの
機能を持っています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであり、シス
テム全体の管理に使用されるゾーンでもあります。大域管理者が非大域ゾーンを作
成した場合を除き、すべてのプロセスが大域ゾーンで実行されます。非大域ゾーン
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の構成、インストール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行
うことができます。システムハードウェアからブートできるのは、大域ゾーンだけ
です。物理デバイス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラス
トラクチャーの管理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行
されるプロセスは、適切な権限が付与されていれば、非大域ゾーンに関連付けられ
ているオブジェクトにもアクセスできます。

非大域ゾーンの作成および構成の詳細は、『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコン
テナ -リソース管理とOracle Solarisゾーン』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」を参照
してください。

非大域ゾーンを含むアップグレード
次のセクションで、非大域ゾーンが含まれているシステムをどのようにアップグ
レードできるかについて説明します。

Oracle Solaris OSがインストールされたあと、非大域ゾーンをインストールして構成
することができます。非大域ゾーンがインストールされている場合に、Oracle Solaris
OSをアップグレードできます。ブランドを設定した非大域ゾーンがインストールさ
れている場合、それらはアップグレードプロセスでは無視されます。

ゾーンパラレルパッチング
Solaris 10 10/09リリース以降では、ゾーンパラレルパッチングによって、標準の
Oracle Solaris 10パッチユーティリティーの機能が拡張されます。この機能は、非大
域ゾーンにも並行してパッチを適用することで、ゾーンパッチングのパフォーマン
スを向上します。

これまでと同様に、大域ゾーンには非大域ゾーンよりも先にパッチが適用されま
す。

Solaris 10 10/09リリースより前のリリースでは、この機能は次のパッチユーティリ
ティーへのパッチとして提供されています。

■ SPARC:パッチ 119254-66以降のリビジョン
■ x86:パッチ 119255-66以降のリビジョン
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詳細については、次のドキュメントを参照してください。

■ 『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リソース管理とOracle Solaris
ゾーン』の「Oracle Solaris 10 10/09:パッチ適用時間を短縮するためのゾーンの並
列パッチ」

■ 『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リソース管理とOracle Solaris
ゾーン』の「Oracle Solaris 10 10/09:非大域ゾーンに並列でパッチを適用する方
法」

非大域ゾーンを使用してシステムをアップグ
レードするためのインストールプログラムの選択
このセクションでは、非大域ゾーンがインストールされているシステムに対応でき
るインストールプログラムについて説明します。

Live Upgradeと非大域ゾーン
非大域ゾーンを含んだシステムをアップグレードしたり、パッチを適用することが
できます。システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログ
ラムまたはパッチを追加するプログラムとして、Live Upgradeを推奨します。ほかの
アップグレードプログラムでは、アップグレードの実行に要する時間が、インス
トールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するために、膨大なアップグ
レード時間が必要となる場合があります。Live Upgradeを使用してシステムにパッチ
を適用する場合は、システムをシングルユーザーモードにする必要がないため、シ
ステムの稼働時間を最大にできます。

Solaris 10 8/07リリース以降では、非大域ゾーンがインストールされているシステム
に対応するために、次の変更が加えられています。

■ 新しいパッケージ SUNWlucfgを、ほかの Live Upgradeパッケージ SUNWlurおよび
SUNWluuとともにインストールする必要があります。

■ 現在稼働中のブート環境から新しいブート環境を作成する場合も同じですが、1
つ例外があります。非大域ゾーン内に共有ファイルシステムの宛先スライスを指
定できます。この例外は、次の状況のもとで発生します。
■ 現在のブート環境で zonecfg add fsコマンドが使用され、非大域ゾーンに対し
て独立したファイルシステムが作成された場合

■ この個別のファイルシステムが、/zone/root/exportなどの共有ファイルシス
テム上にある場合

この個別のファイルシステムが新しいブート環境で共有されないようにするた
めに、lucreateコマンドが、非大域ゾーンの個別のファイルシステムの宛先
スライスを指定できるように変更されました。-mオプションの引数には、新
しいオプションフィールド zonenameが追加されました。この新しいフィール
ドは、非大域ゾーンの個別のファイルシステムを新しいブート環境の個々のス
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ライス上に配置します。非大域ゾーンを個別ファイルシステムで設定する方法
の詳細は、zonecfg(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –デフォルトでは、クリティカルファイルシステム (ルート (/)、/usr、およ
び /optファイルシステム)以外のすべてのファイルシステムが、現在のブート
環境と新しいブート環境の間で共有されます。このため、アクティブブート環
境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新さ
れます。/exportファイルシステムは、共有ファイルシステムの一例です。-m

オプションと zonenameオプションを使用すると、非大域ゾーンの共有ファイ
ルシステムが個別のスライスにコピーされ、データは共有されません。このオ
プションを使用すると、zonecfg add fs コマンドを使って作成した非大域
ゾーンのファイルシステムがブート環境間で共有されなくなります。

Solaris 10/8/07リリース以降に、非大域ゾーンがインストールされているシステムに
対応するために行われた変更には、ほかに次の点が含まれます。

■ ブート環境の比較機能が向上しました。lucompareコマンドは、非大域ゾーンの
内容が含まれているブート環境の比較を行うようになりました。

■ lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境に存在する、そ
れらに対応する個別のファイルシステムにアクセスできるようにします。大域
ゾーン管理者が lumountコマンドを使って非アクティブブート環境をマウントす
ると、同様にブート環境が非大域ゾーン用にマウントされます。

■ lufslistコマンドによるファイルシステムの表示機能が向上し、大域ゾーンと非
大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧が表示されるようになりました。

非大域ゾーンがインストールされているときに、UFSファイルシステムで Live
Upgradeを使用するためのステップごとの手順については、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の第 8章「非大域ゾーン
がインストールされているシステムにおけるOracle Solaris OSのアップグレード」を
参照してください。

ZFSルートプールの場合のインストールの概要およびステップごとの手順について
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計
画』の第 13章「非大域ゾーンがインストールされている ZFSでの Live Upgrade」を
参照してください。

対話式GUIインストールと非大域ゾーン
非大域ゾーンがインストールされている場合に、システムをアップグレードした
り、パッチを適用したりできます。インストールされている非大域ゾーンの数に応
じて、アップグレードやパッチに要する時間が大幅に長くなることがあります。

このプログラムでのインストールの詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイ
ド:基本インストール』の第 2章「Oracle SolarisインストールプログラムによるUFS
ファイルシステム用のインストール (タスク)」を参照してください。
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JumpStartインストールと非大域ゾーン
アップグレードまたはパッチに適用される任意のキーワードを使用して、アップグ
レードまたはパッチを実行できます。インストールされている非大域ゾーンの数に
応じて、アップグレードやパッチに要する時間が大幅に長くなることがあります。

このプログラムでのインストールの詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイ
ド: JumpStartインストール』を参照してください。

非大域ゾーンを使用してアップグレードするとき
の制限事項
次の制限事項に注意してください。

■ ゾーンがインストールされているシステムで Live Upgradeを使用する場合
は、lucreateおよび lumount操作中にゾーン状態が遷移しないようにすることが
非常に重要です。
■ ある特定の非大域ゾーンが実行されていないときに、lucreateコマンドを使
用して非アクティブブート環境を作成した場合、そのゾーンは lucreate操作
が完了するまでブートできません。

■ ある特定の非大域ゾーンが実行されているときに、lucreateコマンドを使用
して非アクティブブート環境を作成した場合は、lucreate操作が完了するま
で、そのゾーンを停止またはリブートしないでください。

■ lumountコマンドを使用して非アクティブブート環境をマウントした場合、そ
の lumount操作より前に実行されていたゾーンは実行を継続できますが、非大
域ゾーンをブートしたり、リブートすることはできません。

■ 非大域ゾーンは、非大域ゾーン管理者だけでなく大域ゾーン管理者にも制御で
きるため、相互に干渉することを避けるため、lucreateまたは lumount操作の
実行中には、すべてのゾーンを停止してください。

■ 大域ゾーン管理者が、Live Upgradeを使用したアップグレードについて非大域
ゾーン管理者に通知しないと、問題が発生する可能性があります。

Live Upgrade操作の進行中は、非大域ゾーン管理者が介入してはいけませ
ん。アップグレードは、アップグレードによって発生する変更に対処する予定の
管理者の作業に影響を及ぼします。ゾーン管理者は、すべてのローカル
パッケージが一連の操作を通じて確実に安定しているようにし、構成ファイルの
調整といったアップグレード後のタスクをすべて行い、通常はシステムの機能停
止を避けたスケジュールを立てる必要があります。

たとえば、大域ゾーン管理者が lucreateコマンドを使用してファイルシステムを
コピーしているときに、非大域ゾーン管理者がパッケージを追加すると、その新
しいパッケージはファイルシステムとともにコピーされず、非大域ゾーン管理者
は問題の発生に気づきません。

■ フラッシュアーカイブは非大域ゾーンでは使用できません。
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非大域ゾーンがインストールされている場合は、フラッシュアーカイブを正しく
作成できません。この機能は、Oracle Solarisゾーン区分技術と互換性がありませ
ん。フラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブが次の条件の下で配
備されると、作成されたアーカイブは正しくインストールされません。
■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合。
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成され
た場合。

■ -Rコマンドオプションまたは同等のものを使用してはいけない場合があります。

次の条件がいずれも成立する場合は、コマンドに -Rオプションまたは同等のオプ
ションを使用して代替ルート (/)ファイルシステムを指定してはいけません。
■ コマンドが大域ゾーン内で実行される。
■ 代替ルート (/)ファイルシステムが非大域ゾーンにあるすべてのパスを参照す
る。

たとえば、pkgaddユーティリティーに -R root_pathオプションで非大域ゾーンの
ルート (/)ファイルシステムへのパスを指定して、大域ゾーンから実行する場合
です。

ゾーンを含むアップグレードを実行する前のシス
テムのバックアップ
アップグレードを実行する前に、Oracle Solarisシステム上の大域ゾーンと非大域
ゾーンをバックアップしてください。ゾーンがインストールされているシステムの
バックアップについては、『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リソース管
理とOracle Solarisゾーン』の第 27章「Oracle Solarisゾーンの管理 (概要)」を参照して
ください。

非大域ゾーンのディスク容量要件
大域ゾーンをインストールする場合は、作成する可能性のあるすべてのゾーンのた
めに十分なディスク容量を必ず確保してください。非大域ゾーンごとに、ディスク
容量要件は異なる場合があります。

1つのゾーンで消費できるディスク容量に制限はありません。容量制限は大域ゾーン
の管理者が行います。小規模な単一プロセッサシステムでも、同時に稼働する多数
のゾーンをサポートできます。非大域ゾーンを作成するときの容量要件は、大域
ゾーンにインストールされたパッケージの種類によって異なります。パッケージの
数およびディスク容量要件が要因となります。

計画の要件と推奨事項の詳細は、『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リ
ソース管理とOracle Solarisゾーン』の第 18章「非大域ゾーンの計画と構成 (タス
ク)」を参照してください。

非大域ゾーンのディスク容量要件
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インストール時の RAID-1ボリューム (ミ
ラー)の作成 (概要)

この章では、ルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボリューム (ミラー)を作成する
利点について説明します。ファイルシステムのミラー作成に必要な Solarisボ
リュームマネージャーコンポーネントについても説明します。この章の内容は、次
のとおりです。

■ 90ページの「RAID-1ボリュームを使用する理由」
■ 90ページの「RAID-1ボリュームの機能」
■ 92ページの「Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要」
■ 94ページの「RAID-1ボリュームのディスク配置の例」

Live Upgradeまたは JumpStartに固有の追加情報については、次の資料を参照してく
ださい。

■ Live Upgradeの場合:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeと
アップグレードの計画』の「RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作
成するための一般的な指針」

■ JumpStartの場合:
■ 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインストール』の「filesys
プロファイルキーワード (RAID-1ボリュームの作成)」

■ 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインス
トール』の「metadbプロファイルキーワード (状態データベースの複製の作
成)」

Solarisボリュームマネージャーソフトウェアとそのコンポーネントの詳細について
は、『Solaris Volume Manager管理ガイド』を参照してください。
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RAID-1ボリュームを使用する理由
インストール時、またはアップグレード時に、RAID-1ボリュームを作成して、複数
の物理ディスクにシステムデータを複製できます。複数のディスクにデータを複製
することにより、ディスクの破壊やディスク障害の際にデータを保護することがで
きます。

JumpStartおよび Live Upgradeプログラムは、Solaris Volume Manager技術を使用し
て、ファイルシステムをミラー化するRAID-1ボリュームを作成します。Solarisボ
リュームマネージャーでは、ボリュームを使って確実にディスクやデータを管理で
きます。Solarisボリュームマネージャーでは、連結、ストライプ、その他の複雑な
構成が可能です。JumpStartおよび Live Upgradeインストールでは、これらのタスク
の一部が実行できます。たとえば、ルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボ
リュームを作成できます。RAID-1ボリュームは、インストール時、またはアップグ
レード時に作成できるので、インストール後に作成する必要はありません。ガイド
ラインについては、100ページの「JumpStartおよび Live Upgradeのガイドライン」を
参照してください。

RAID-1ボリュームの機能
Solaris Volume Managerは、物理ディスクおよびその関連データの管理に仮想ディス
クを使用します。Solaris Volume Managerでは、仮想ディスクを「ボリューム」と呼
びます。「ボリューム」とは、システム上で単一の論理デバイスとみなされる物理
スライスの集まりの名前です。ボリュームは、一般的なUNIX用語である「擬似 (仮
想)デバイス」と、実質的に同義です。

アプリケーションやファイルシステム (UFSなど)から見ると、ボリュームは物理
ディスクと同じように機能します。Solaris Volume Managerは、ボリュームに対する
入出力要求を、そのボリュームを構成するメンバーディスクに対する入出力要求に
変換します。Solaris Volume Managerのボリュームは、スライス (ディスク
パーティション)またはほかの Solaris Volume Managerボリュームから作成されます。

ボリュームを使用して、パフォーマンスとデータ可用性を向上させることができま
す。場合によっては、ボリュームの使用により入出力パフォーマンスも向上しま
す。ボリュームの機能は、スライスと同じです。ボリュームはスライスとよく似て
いますが、エンドユーザー、アプリケーション、およびファイルシステムに対して
透過的です。物理デバイスと同様に、Solarisボリュームマネージャーを使用し
て、ブロックデバイス名または rawデバイス名からボリュームにアクセスできま
す。ボリューム名は、使用しているのがブロックデバイスなのか rawデバイスなの
かによって異なります。JumpStartインストールおよび Live Upgradeでは、ミラー化
されたファイルシステムの作成用としてブロックデバイスがサポートされます。ボ
リューム名の詳細は、102ページの「RAIDボリューム名の要件とガイドライン」を
参照してください。

RAID-1ボリュームを使用する理由
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RAID-0ボリューム (単一スライスの連結)を保持するRAID-1ボリュームを作成する
場合、Solaris Volume ManagerはRAID-0サブミラー上のデータを複製し、サブミ
ラーを 1つのボリュームとして処理します。

次の図は、ルート (/)ファイルシステムを 2つの物理ディスク上に複製するミラーを
示しています。

図 8–1 2つのディスクにルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボリュームを作成

RAID-1ボリュームの機能
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この図は、次の構成を持つシステムを示しています。

■ d30という名前のミラーは、d31および d32という名前のサブミラーで構成されて
います。ミラー d30は、ルート (/)ファイルシステム内のデータを 2つのサブミ
ラーに複製しています。

■ hdisk0上のルートファイルシステム (/)は、d31という名前の単一スライスの連結
に含まれています。

■ ルート (/)ファイルシステムは、hdisk1という名前のハードディスクにコピーさ
れます。このコピーは、 d32という名前の単一スライスの連結です。

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
JumpStartインストール方法および Live Upgradeでは、データを複製するために必要
な次のコンポーネントを作成できます。

■ 状態データベースと状態データベース複製「metadbs」
■ 単一スライスの連結 (サブミラー)を保持するRAID-1ボリューム (ミラー)

このセクションでは、これらのコンポーネント 1つ 1つについて簡単に説明しま
す。これらのコンポーネントの詳細は、『Solaris Volume Manager管理ガイド』を参
照してください。

状態データベースと状態データベースの複製
「状態データベース」は、物理ディスクに情報を格納するデータベースです。状態
データベースは、構成に対して加えられた変更を記録および管理します。Solaris
Volume Managerは、構成や状態に変化があると、状態データベースを自動的に更新
します。新しいボリュームの作成は、構成の変更の一例です。サブミラーの障害
は、状態の変更の例です。

状態データベースは、実際には、複製された複数のデータベースコピーの集まりで
す。各コピーは、「状態データベースの複製」と呼ばれ、データベース内のデータ
が常に有効であることを保証します。状態データベースのコピーを複数持つことに
より、単一点障害からデータを保護することができます。状態データベースは、既
知の状態データベースの複製の格納場所とステータスをすべて記録しています。

状態データベースとその状態データベースの複製が作成されるまで、Solaris Volume
Managerは動作できません。Solaris Volume Manager構成には、正常に動作する状態
データベースが必要です。

状態データベースの複製は、状態データベースのデータが常に有効であることを保
証します。状態データベースが更新されると、個々の状態データベースの複製も更
新されます。ただし、システムクラッシュによってすべての更新が失われるのを防
ぐために、更新は一度に 1つずつ行われます。

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
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システムから 1つの状態データベースの複製が失われると、Solaris Volume
Managerは、どの状態データベースの複製に有効なデータが格納されているかを判断
する必要があります。この情報を得るために、Solaris Volume Managerは「多数決ア
ルゴリズム」を使用します。このアルゴリズムでは、過半数 (半数 + 1)の複製が使用
可能であり、一致していれば、それらの複製を有効であるとみなします。この多数
決アルゴリズムがあるため、ディスク構成を設定するときに、3つ以上の状態データ
ベースの複製を作成する必要があります。3つの状態データベースの複製のうち少な
くとも 2つが使用可能であれば、合意に達することができます。

個々の状態データベースの複製には、デフォルトで 4Mバイト (8192ディスクセク
ター)のディスク領域が使用されます。複製は、次のデバイスに格納できます。
■ 専用のローカルディスクスライス
■ Live Upgradeのみ:

■ ボリュームの一部となるローカルスライス
■ UFSロギングデバイスの一部となるローカルスライス

複製は、ルート (/)、 swap、/usrスライス、およびファイルシステムやデータがすで
に格納されているスライスには格納できません。ただし、複製を格納したあと
で、同じスライスにボリュームやファイルシステムを置くことができます。

複数の状態データベースのコピーを 1つのスライス上に置くこともできます。ただ
し、この設定により、システムがシングルポイント障害により脆弱になる可能性が
あります。

状態データベースおよび状態データベース複製の詳細は、『Solaris Volume Manager
管理ガイド』を参照してください。

RAID-1ボリューム (ミラー)
RAID-1ボリューム (ミラー)は、同じデータのコピーを複数のRAID-0ボリューム (単
一スライスの連結)に保持しているボリュームです。RAID-1ボリュームを構成した
あとは、このボリュームを物理スライスであるかのように使用できます。既存の
ファイルシステムを含め、どのようなファイルシステムでも複製できます。RAID-1
ボリュームは、データベースなど、任意のアプリケーションでも使用できます。

RAID-1ボリュームを使用したファイルシステムのミラー化には、次の利点と欠点が
あります。

■ どちらのボリュームも任意のリクエストに対応できるため、両方のRAID-0ボ
リュームから同時にデータを読み取ることが可能になり、それによってパ
フォーマンスが向上します。1つの物理ディスクに障害が発生しても、パ
フォーマンスの低下やデータの損失なしにミラーを引き続き使用できます。

■ RAID-1ボリュームを使用する場合、より多くのディスク容量が必要になりま
す。少なくとも、データの容量の 2倍のディスク容量が必要です。

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
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■ Solaris Volume Managerソフトウェアは、すべてのRAID-0ボリュームに書き込む
必要があるので、データを複製すると、書き込み要求がディスクに書き込まれる
までの時間も長くなる可能性があります。

RAID-1ボリュームの計画については、100ページの「RAID-1ボリュームとRAID-0
ボリュームの要件とガイドライン」を参照してください。

RAID-0ボリューム (連結)
RAID-0ボリュームは、単一スライスの連結です。連結とは、複数のコンポーネント
間でデータが順番に隣接して配置され、1つの論理記憶ユニットを構成するボ
リュームのことです。JumpStartインストール方法や Live Upgradeでは、ストライプ
やその他の複雑な Solaris Volume Managerボリュームを作成できません。

インストール時、またはアップグレード時に、RAID-1ボリューム (ミラー)を作成
し、これらのミラーにRAID-0ボリュームを追加できます。「ミラー化され
た」RAID-0ボリュームを「サブミラー」と呼びます。ミラーは 1個以上のRAID-0
ボリュームで構成されます。インストール後、Solarisボリュームマネージャーを使
用してRAID-1ミラーボリュームを管理することにより、個々のRAID-0サブミ
ラーボリューム上のデータを管理できます。

JumpStartインストール方法では、最大 2つのサブミラーで構成されるミラーを作成
できます。Live Upgradeでは、最大 3つのサブミラーで構成されるミラーを作成でき
ますが、通常は双方向ミラーで十分です。3つ目のサブミラーを構成すると、オンラ
インでバックアップをとることができます。この場合、バックアップのために 1つ
のサブミラーがオフラインになっていても、データの冗長性は失われません。

RAID-1ボリュームの計画については、100ページの「RAID-1ボリュームとRAID-0
ボリュームの要件とガイドライン」を参照してください。

RAID-1ボリュームのディスク配置の例
次の図は、ルートファイルシステム (/)を 2つの物理ディスク上に複製するRAID-1
ボリュームです。状態データベースの複製 (metadb)は、両方のディスクに配置され
ています。

RAID-1ボリュームのディスク配置の例
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この図は、次の構成を持つシステムを示しています。

■ d30という名前のミラーは、d31および d32という名前のサブミラーで構成されて
います。ミラー d30は、ルート (/)ファイルシステム内のデータを 2つのサブミ
ラーに複製しています。

■ hdisk0上のルートファイルシステム (/)は、d31という名前の単一スライスの連結
に含まれています。

図 8–2 RAID-1ボリュームのディスク配置

RAID-1ボリュームのディスク配置の例
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■ ルート (/)ファイルシステムは、hdisk1という名前のハードディスクにコピーさ
れます。このコピーは、 d32という名前の単一スライスの連結です。

■ 状態データベースの複製は、 hdisk0と hdisk1の両方のスライスで作成されま
す。

詳細は、次の資料を参照してください。

■ JumpStartプロファイルの例については、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイ
ド: JumpStartインストール』の「プロファイルの例」を参照してください。

■ Live Upgradeのステップごとの手順については、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の「RAID-1ボリューム (ミ
ラー)を持つブート環境を作成する方法」を参照してください。

RAID-1ボリュームのディスク配置の例
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インストール時の RAID-1ボリューム (ミ
ラー)の作成 (計画)

この章では、JumpStartまたは Live Upgradeのインストール方法を使用してRAID-1ボ
リュームを作成するために必要な要件とガイドラインについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 98ページの「システム要件」
■ 98ページの「状態データベースの複製のガイドラインと要件」
■ 100ページの「RAID-1ボリュームとRAID-0ボリュームの要件とガイドライン」
■ 105ページの「トラブルシューティング:シングルユーザーモードでのブート時に
表示されるミラー保守管理に関する通知」

Live Upgradeまたは JumpStartに固有の追加情報については、次の資料を参照してく
ださい。

■ Live Upgradeの場合:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeと
アップグレードの計画』の「RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作
成するための一般的な指針」

■ JumpStartの場合:
■ 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインストール』の「filesys
プロファイルキーワード (RAID-1ボリュームの作成)」

■ 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインス
トール』の「metadbプロファイルキーワード (状態データベースの複製の作
成)」
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システム要件
RAID-1ボリュームを作成して、特定のスライスにデータを複製するには、インス
トール時に、使用するディスクがシステムに直接接続されていて使用可能である必
要があります。

状態データベースの複製のガイドラインと要件
シングルポイント障害を回避するために、状態データベース複製はスライス、ドラ
イブ、およびコントローラに分散させることをお勧めします。これは、単一のコン
ポーネントに障害が発生した場合でも、大半の複製を利用可能な状態に保つ必要が
あるからです。たとえばデバイス障害時などに、複製が失われた場合、Solaris
Volume Managerの実行やシステムのリブートが正常に行われなくなることがありま
す。Solaris Volume Managerが動作するためには、少なくとも半数の複製が使用可能
でなければならず、システムをマルチユーザーモードでリブートするためには過半
数 (半数+1)の複製が使用可能でなければなりません。

状態データベースの複製の作成および管理方法の詳細は、『Solaris Volume Manager
管理ガイド』を参照してください。

状態データベースの複製用のスライスの選択
状態データベースの複製用のスライスを選択する前に、次のガイドラインと推奨事
項を参考にしてください。

■ 専用スライスの選択 -状態データベース複製は、複製あたり少なくとも 4Mバイ
トの専用スライス上に作成するようにしてください。必要な場合は、あとで
RAID-0またはRAID-1ボリュームの一部とするスライス上にも、状態データ
ベースの複製を作成できます。ただし、その場合は、スライスをボリュームに追
加する前に複製を作成する必要があります。

■ スライスのサイズ変更 –デフォルトでは、状態データベース複製のサイズは 4M
バイトまたは 8192ディスクブロックです。ディスクスライスのサイズがこれより
大きい場合は、状態データベースの複製を格納できるように、スライスのサイズ
を変更できます。スライスサイズの変更については、『Oracle Solarisの管理:デバ
イスとファイルシステム』の第 9章「ディスクの管理 (タスク)」を参照してくだ
さい。

■ 使用されていないスライスの選択 –状態データベース複製は、使用されていない
スライス上に作成できます。状態データベースの複製用に予約されているスライ
スの部分を、ほかの目的に使用することはできません。

状態データベース複製を、既存のファイルシステムや、ルート (/)、/usr、および
swapファイルシステム上に作成することはできません。必要であれば、swap領域
を使用して新しいスライスを作成してから (スライス名が使用可能な場合)、その
スライスに状態データベースの複製を作成できます。
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■ ボリュームになるスライスの選択 -状態データベース複製がボリュームの一部に
なるスライス上に配置されると、ボリュームの容量は、複製によって占有される
領域分だけ少なくなります。複製が占める領域はシリンダ単位で切り上げられる
ため、この領域はボリュームによってスキップされます。

状態データベースの複製の数の選択
状態データベース複製の数を選択する前に、次のガイドラインを考慮してくださ
い。

■ 状態データベースの複製の数は、Solaris Volume Managerの 1つのディスクセット
に対して、最低 3つから最高 50までを推奨します。次のガイドラインを推奨しま
す。
■ ドライブが 1つだけのシステムでは、3つの複製すべてを 1つのスライスに置
きます。

■ ドライブの数が 2つから 4つのシステムでは、各ドライブに 2つずつ複製を置
きます。

■ ドライブの数が 5つ以上のシステムでは、各ドライブに 1つずつ複製を置きま
す。

■ 状態データベースの複製を追加することで、ミラーのパフォーマンスを向上させ
ることができます。一般に、システムにミラーを 1つ追加するごとに複製は 2つ
追加する必要があります。

■ 小容量のランダム入出力 (データベースなど)にRAID-1ボリュームを使用する場
合は、複製の数を考慮する必要があります。RAID-1ボリュームごとに、その
RAID-1ボリュームに接続されていない複数のスライス (および、可能であれば複
数のディスクとコントローラ)上に 2つ以上の複製を余分に作成します。これ
は、最適な性能を得るために必要な作業です。

コントローラ間で状態データベースの複製を分散
複数のコントローラがある場合、できるだけすべてのコントローラに均等になるよ
うに複製を分散させます。これによって、コントローラ障害に対する冗長性が確保
できるだけでなく、負荷の分散も可能になります。同じコントローラ上に複数の
ディスクが存在する場合は、各コントローラで 2個以上のディスクに複製を配置し
ます。

状態データベースの複製のガイドラインと要件
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RAID-1ボリュームとRAID-0ボリュームの要件とガイドラ
イン

RAID-1ボリューム (ミラー)とRAID-0ボリューム (単一スライスの連結)を使用する
際は、次のガイドラインに従ってください。

JumpStartおよび Live Upgradeのガイドライン
カスタム JumpStartインストール方式と Live Upgradeは、Solaris Volume Managerで使
用可能な機能の一部をサポートします。これらのインストールプログラムでミ
ラー化されたファイルシステムを作成する場合は、次の表のガイドラインを考慮し
てください。

表 9–1 ミラー化されたファイルシステムを作成するための JumpStartおよび Live Upgradeのガ
イドライン

インストールプログ
ラム サポートされている機能 サポートされていない機能

JumpStartおよび
Live Upgrade

■ RAID-0およびRAID-1ボリューム
はサポートされますが、RAID-5ボ
リュームなどほかの Solaris Volume
Managerコンポーネントはサ
ポートされません。

■ RAID-0ボリュームは、単一スライ
スの連結としてのみサポートされ
ています。

Solaris Volume Managerでは、RAID-0
ボリュームは、ディスクストライプま
たはディスク連結を表します。インス
トール時またはアップグレード時に
RAID-0ストライプボリュームを作成
することはできません。

JumpStart ■ 初期インストール時にのみRAID-1
ボリュームの作成がサポートされ
ます。

■ 1つのRAID-1ボリュームに対し
て、最大 2つのRAID-0ボリューム
(サブミラー)を作成できます。通
常、ほとんどのアプリケーション
では、2つのサブミラーで十分な
データの冗長性が得られま
す。ディスクドライブのコストも
比較的小さくてすみます。

■ RAID-1ボリュームが構成されてい
る場合のアップグレードはサ
ポートされません。

■ 3つ以上のRAID-0ボリュームはサ
ポートされません。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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表 9–1 ミラー化されたファイルシステムを作成するための JumpStartおよび Live Upgradeのガ
イドライン (続き)
インストールプログ
ラム サポートされている機能 サポートされていない機能

Live Upgrade ■ 1つのRAID-1ボリュームに対し
て、最大 3つのRAID-0ボリューム
(サブミラー)を作成できます。3つ
のサブミラーでは、1つのサブミ
ラーをオフラインにしてバック
アップを実行するときも、残りの
2つのサブミラーでデータの冗長
性を確保することができます。

■ アップグレード時のRAID-1ボ
リュームの作成がサポートされま
す。

例については、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド: Live Upgradeと
アップグレードの計画』の「RAID-1
ボリューム (ミラー)を持つブート環境
を作成する方法」を参照してくださ
い。

4つ以上のRAID-0ボリュームはサ
ポートされません。

RAID-1ボ
リュームを使用
したフ
ラッシュアーカ
イブの作成およ
びインストール

Solaris Volume Manager RAID-1ボ
リュームが構成されているマスターシ
ステムから作成されたフ
ラッシュアーカイブを作成できま
す。クローンシステムの整合性を保つ
ために、フラッシュアーカイブ作成ソ
フトウェアによって、アーカイブから
RAID-1ボリュームのすべての情報が
削除されます。JumpStartプロファイル
を使用すると、RAID-1ボリュームを
再構築できます。Live Upgradeで
は、RAID-1ボリュームが構成された
ブート環境を作成し、アーカイブをイ
ンストールします。Oracle Solarisイン
ストールプログラムでは、フ
ラッシュアーカイブを使用して
RAID-1ボリュームをインストールす
ることはできません。

JumpStartプロファイルでのRAID-1ボ
リュームの例については、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』の「プロ
ファイルの例」を参照してください。

Veritas VxVMは、フラッシュアーカイ
ブから使用できない領域に構成情報を
格納します。Veritas VxVMファイルシ
ステムが構成されている場合は、フ
ラッシュアーカイブを作成しないでく
ださい。また、Oracle Solarisのインス
トール方法 (JumpStartや Live Upgrade
を含む)では、インストール時の
VxVMボリュームの再構築はサポート
されていません。そのため、フ
ラッシュアーカイブを使用してVeritas
VxVMソフトウェアを配備することを
計画している場合は、VxVMファイル
システムを構成する前にそのアーカイ
ブを作成する必要があります。その
後、クローンシステムにアーカイブを
適用しシステムをリブートしてか
ら、クローンシステムの構成を個別に
行う必要があります。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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RAIDボリューム名の要件とガイドライン
ボリュームに名前を割り当てる場合は、次の規則に従ってください。

■ スライス番号とディスク番号がボリューム番号に対応するような命名方法を使用
します。

■ ボリューム名は dで始まり、その後に 1つの数字が続きます (たとえば、d0)。
■ Solaris Volume Managerでは、0から 127までの 128個のデフォルトボリューム名を
使用できます。次にボリューム名の例を示します。

■ デバイス /dev/md/dsk/d0 -ブロックボリューム d0

■ デバイス /dev/md/dsk/d1 -ブロックボリューム d1

■ 特定のボリュームタイプごとに範囲を指定します。たとえば、RAID-1ボ
リュームには 0から 20、RAID-0ボリュームには 21から 40を割り当てます。

Live UpgradeでのRAIDボリュームの命名規則

RAID-1ボリューム (ミラー)またはRAID-0ボリューム (サブミラー)を作成するのに
Live Upgradeを使用する場合は、ソフトウェアでボリューム名を検出して割り当てる
か、またはユーザーがボリューム名を割り当てることができます。ソフトウェアで
名前を検出すると、ソフトウェアは使用可能な最初のミラー名またはサブミラー名
を割り当てます。

ユーザーがミラー名を割り当てる場合は、インストール時にサブミラーに 1および 2
で終わる名前を使用できるように、0で終わる名前を割り当てます。誤った番号を割
り当てると、ミラーが作成されない可能性があります。たとえば、ミラー名に 1ま
たは 2で終わる番号 (d1または d2)を持つ名前を指定すると、ミラー名がサブミ
ラーの名前と重複した場合、Live Upgradeはミラーの作成に失敗します。

注 –以前のリリースでは、省略されたボリューム名を入力できました。Solaris 10
10/08以降のリリースでは、完全ボリューム名だけを入力できます。たとえ
ば、/dev/md/dsk/d10などの完全ボリューム名だけをミラーの指定に使用できます。

例 9–1 Live Upgrade:ソフトウェアによるミラーとサブミラーの検出および命名の有効化

この例では、Live Upgradeがボリューム名を割り当てています。RAID-1ボリューム
の d0と d1だけが使用中のボリュームです。ミラー d10に対し、デバイス c0t0d0s0用
のサブミラー名として d2を、デバイス c1t0d0s0用のサブミラー名として d3を、Live
Upgradeが割り当てます。

lucreate -n newbe -m /:/dev/md/dsk/d10:mirror,ufs \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:attach -m /:/dev/dsk/c1t0d0s0:attach

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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例 9–2 Live Upgrade:ミラーおよびサブミラー名の割り当て

次の例では、コマンドでボリューム名を割り当てています。ミラー d10に対し、デ
バイス c0t0d0s0用のサブミラー名が d11、デバイス c1t0d0s0用のサブミラー名が d12

です。

lucreate -n newbe -m /:/dev/md/dsk/d10:mirror,ufs \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d11:attach \

-m /:/dev/dsk/c1t0d0s0,/dev/md/dsk/d12:attach

Solarisボリュームマネージャーの命名規則については、『Solaris Volume Manager管
理ガイド』を参照してください。

JumpStartでのRAIDボリュームの命名規則

RAID-1ボリューム (ミラー)またはRAID-0ボリューム (サブミラー)を作成するのに
JumpStartインストール方式を使用する場合は、ソフトウェアでミラーリングするボ
リューム名を検出して割り当てるか、またはプロファイルでボリューム名を割り当
てることができます。

■ ソフトウェアによる名前の検出を有効にすると、ソフトウェアにより使用可能な
最初のボリューム番号が割り当てられます。

■ プロファイルでボリューム名を割り当てる場合は、インストール時にサブミ
ラーに 1および 2で終わる名前を使用できるように、0で終わるミラー名を割り当
てます。

注 –誤った番号を割り当てると、ミラーが作成されない可能性があります。たと
えば、ミラー名に 1または 2で終わる番号 (d1または d2)を持つ名前を指定する
と、ミラー名がサブミラーの名前と重複した場合、JumpStartプログラムはミ
ラーの作成に失敗します。

注 –物理ディスクスライスや Solarisボリュームマネージャーのボリュームの名前
は、省略形にすることができます。省略名は、デバイスを一意に識別できる最短の
名前です。次に例を示します。

■ Solarisボリュームマネージャーのボリュームは dnumという形式で表されま
す。たとえば、/dev/md/dsk/d10は d10となります。

■ 1つのコントローラと複数のディスクを持つシステムでは t0d0s0を使用できます
が、複数のコントローラがある場合は c0t0d0s0を使用します。

例 9–3 JumpStart:ソフトウェアによるミラー名とサブミラー名の検出の有効化

次のプロファイル例では、ミラーには使用可能な最初のボリューム番号が割り当て
られています。次に使用可能な 0で終わるミラーが d10の場合、名前 d11および d12

はサブミラーに割り当てられます。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン

第 9章 • インストール時の RAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (計画) 103

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=LOGVOLMGRADMIN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=LOGVOLMGRADMIN


例 9–3 JumpStart:ソフトウェアによるミラー名とサブミラー名の検出の有効化 (続き)

filesys mirror c0t0d0s1 /

例 9–4 JumpStart:ミラー名とサブミラー名の割り当て

次のプロファイル例では、プロファイル内でミラー番号 d30が割り当てられていま
す。サブミラー名は、ミラー番号および最初に使用可能なサブミラーに基づき、ソ
フトウェアによって割り当てられます。サブミラー名は d31と d32です。

filesys mirror:d30 c0t1d0s0 c0t0d0s0 /

Solarisボリュームマネージャーの命名規則については、『Solaris Volume Manager管
理ガイド』を参照してください。

ディスクとコントローラの選択のガイドライン
ファイルシステムのミラー化に使用するディスクやコントローラを選択するとき
は、次のガイドラインに従ってください。

■ コンポーネントをそれぞれ異なるコントローラに置くと、同時に実行できる読み
取りや書き込みの数が増えます。

■ サブミラーのスライスは、異なるディスクとコントローラに配置します。同じミ
ラーの 2つ以上のサブミラーのスライスを同じディスクに置くと、データの保護
機能が大幅に低下します。

■ サブミラーは、別個のコントローラに配置します。これは、コントローラやその
ケーブルでは、ディスクよりも障害が発生する確率が高いためです。これによ
り、ミラーのパフォーマンスも向上します。

■ 1つのミラーでは、同じタイプのディスクとコントローラを使用します。特
に、古いタイプの SCSI記憶装置では、ディスクやコントローラのパフォーマンス
がモデルやブランドによって大幅に異なることがあります。パフォーマンスレベ
ルが異なるデバイスが同じミラーに混在していると、パフォーマンスが大幅に低
下することがあります。

スライスの選択のガイドライン
ファイルシステムのミラー化に使用するスライスを選択するときは、次のガイドラ
インに従ってください。

■ ルート (/)、swap、/usrを含むどのファイルシステムでもミラーを使用できま
す。また、データベースをはじめとするどのアプリケーションでもミラーを使用
できます。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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■ サブミラースライスが同じサイズになっていることを確認してください。サイズ
が異なるサブミラーを使用すると、ディスク領域が無駄になります。

■ ミラー化されたファイルシステムで、最初に接続したサブミラーがシリンダ 0か
ら始まらない場合、追加接続するすべてのサブミラーも、シリンダ 0から始まら
ないようにしてください。最初のサブミラーがシリンダ 0から始まらないミ
ラーに、シリンダ 0から始まるサブミラーを接続しようとすると、次のエ
ラーメッセージが表示されます。

can’t attach

labeled submirror to an unlabeled mirror

ミラーへの接続を計画しているすべてのサブミラーがシリンダ 0で始まるか、ま
たはそうでないかを保証する必要があります。

開始シリンダは、すべてのサブミラーで同じにする必要はありませんが、すべて
のサブミラーにシリンダ 0が含まれるか、すべてのサブミラーにシリンダ 0が含
まれないかのどちらかでなければなりません。

トラブルシューティング:シングルユーザーモードでの
ブート時に表示されるミラー保守管理に関する通知

ルート (/)、/usr、およびswapのミラーを持つシステムをシングルユーザーモードで
ブートした場合、これらのミラーの保守管理が必要であることが、システムから通
知されます。metastatコマンドでこれらのミラーを確認すると、「Needing
Maintenance」という状態情報が表示されます。システム上のすべてのミラーでこの
現象が起きる場合もあります。

これは危険な状況に見えますが、心配はいりません。metasync -rコマンドは通
常、ブート時にミラーの再同期のために実行されますが、システムがシングル
ユーザーモードでブートされた場合には実行を中断されます。システムをリブート
すると、metasync -rコマンドが実行され、すべてのミラーの再同期が取られます。

この中断が問題になる場合は、手動で metasync -rコマンドを実行してください。

詳細は、metasync(1M)マニュアルページ、および『Solaris Volume Manager管理ガイ
ド』を参照してください。

トラブルシューティング:シングルユーザーモードでのブート時に表示されるミラー保守管理に関する通知
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用語集

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリ
ケーション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライ
アントが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどの
ネットワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネット
ワークの保持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。

/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、ブートと実行の
際にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。Oracle Solarisソフトウェアをインストールするには、x86
ベースシステム上に少なくとも 1つのOracle Solaris fdiskパーティションを設定する必要
があります。x86ベースシステムでは、1台のディスク上に最大 4つの異なる fdisk

パーティションが許可されます。これらのパーティションは、個別のオペレーティング
システムをインストールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独自の
fdiskパーティション上に存在しなければなりません。1つのシステムに割り当てること
のできるOracle Solaris fdiskパーティションは、ディスクごとに 1つだけです。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用する
と、Oracle Solaris OS、Linux、Microsoft Windowsなどの各種オペレーティングシステム
を簡単にブートすることができます。

JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Oracle Solarisソフトウェアをシステムに
自動的にインストールする方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カスタマイズされ
たプロファイルを作成できます。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使
用することによって、Oracle Solarisソフトウェアをシステムに自動インストールできま
す。
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Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セキュリティー保護さ
れていないネットワーク接続で相互を認識できるようにするネットワーク認証プロトコ
ル。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介して通信できる、近
接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスクライアントと
サーバー間の通信に使用される標準の拡張可能なディレクトリアクセスプロトコル。

Live Upgrade アクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼動中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用する繰り返し暗号化の
ハッシュ関数。1991年にRivest氏によって開発されました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペ
レーティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータ
ベースは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネット
ワーク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

Oracle Solaris DVDまた
はCDイメージ

システムにインストールされるOracle Solarisソフトウェア。Oracle Solaris DVDまたは
CD、あるいはOracle Solaris DVDまたはCDイメージをコピーしたインストール
サーバーのハードディスク上でアクセスできます。

Oracle Solarisインス
トールプログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルに、Oracle Solarisソフトウェアやサード
パーティソフトウェアをインストールする手順が示されます。

Oracle Solarisゾーン ソフトウェアによるパーティション分割技術。オペレーティングシステムのサービスを
仮想化し、隔離された安全なアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーンを
作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンと
は隔離されます。このように隔離することで、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスを監視したり操作したりすることを防ぐことができま
す。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスクレスクライアント
にサービスを提供するには、OSサーバーは、ディスクレスクライアントごと
に、ルート (/)ファイルシステムとスワップ空間 (/export/root、/export/swap)用の
ディスク容量が必要です。

Kerberos
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RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらのコンポーネントはサブミラーと
も呼ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

RAID-Zストレージ
プール

ZFSストレージプールとして使用できる複数のディスク上にデータとパリティーを格納
する仮想デバイス。RAID-ZはRAID-5に似ています。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成してください。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Oracle Solarisソフ
トウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めた
テキストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインス
トールで使用されます。「プロファイル」も参照してください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続を確立するソフト
ウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護されたバージョンであるHTTPSを実装
するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未満の入力に対して演
算を行い、メッセージダイジェストを生成します。

sysidcfgファイル システムを事前構成する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定するファイル。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上でOracle Solarisソフトウェアを
インストールおよび実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができま
す。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

ZFS ストレージプールを使用して物理ストレージを管理するファイルシステム。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

アーカイブ

109



更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含むフ
ラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使用することも可能です。差分アーカイ
ブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれます。差分
更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能なシ
ステムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含むシステ
ムのみに限定されます。

アップグレード ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Oracle Solaris OSのアップグレードでは、Oracle Solaris OSの新しいバージョンがシステム
のディスク上の既存のファイルにマージされます。アップグレードでは、Oracle Solaris
OSの以前のバージョンに対して行なった変更は最大限に保存されます。

アップグレードオプ
ション

Oracle Solarisインストールプログラムによって提示されるオプション。アップグレード
時には、新しいバージョンのOracle Solarisとディスク上の既存のファイルが結合されま
す。前回Oracle Solarisをインストールしてから加えられたローカルの変更内容は、でき
る限り残されます。

アンマウント マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

インストールサーバー インストール用に、Oracle Solaris DVDまたはCDのイメージをネットワーク上のほかの
システムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれる)。Oracle Solaris DVD
またはCDのイメージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインス
トールサーバーを作成できます。

エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Oracle
Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前にタスクを実行します。開始ス
クリプトは、JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサ
ポート

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
ライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミングツール
が収められているソフトウェアグループ。

仮想デバイス ZFSプール内の論理デバイス。物理デバイス、ファイル、または一連のデバイスを仮想
デバイスに設定できます。

共有可能ファイルシス
テム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステム。Live Upgradeの使用時
に、アクティブブート環境と非アクティブブート環境によって共有されます。共有可能
ファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境の両方の vfstab

ファイル内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アクティブブート環境内の
共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されます。共有可
能ファイルシステムはデフォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライスを指定す
ることもできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

アップグレード
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限定ネットワークシス
テムサポート

ソフトウェアグループの 1つ。Oracle Solarisシステムのブートおよび実行に必要な最小
限のコードが含まれ、ネットワークサービスのサポートも制限されます。限定ネット
ワークシステムサポートは、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、システム
管理ユーティリティーを提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システ
ムでネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービスがアク
ティブになることはありません。

コアシステムサポート システムでOracle Solaris OSをブートして実行するために必要な最小限のソフトウェアが
収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行す
るために必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDE
ソフトウェアは、コアには含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開鍵、もう 1つ
は、メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵です。

更新 システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウング
レードされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じ
タイプのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

サーバー リソースを管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバイス。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Oracle
Solarisソフトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされる
までの間にタスクを実行します。終了スクリプトは、JumpStartインストールで使用しま
す。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所とステータスをすべて記録しています。

状態データベース複製 状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Oracle Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスクがOracle Solaris OSの新
しいバージョンで上書きされます。システム上でOracle Solaris OSが稼働していない場合
は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可能なOracle Solaris OSが
システム上で稼働している場合は、初期インストールによってディスクが上書きさ
れ、OSやローカルの変更は保持されません。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スナップショット 特定の時点における ZFSファイルシステムまたはボリュームの読み取り専用イメージ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スライス
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スワップ空間 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapボリュームとも呼ばれます。

全体ディストリ
ビューション

Oracle Solarisリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

Oracle Solarisリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフト
ウェアグループ。Oracle Solarisを SPARC搭載サーバーシステムにインストールする場合
は、このソフトウェアグループを推奨します。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Oracle Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Oracle Solarisのイン
ストール時には、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コア
システムサポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、また
は全体ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリ
ビューションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Oracle Solarisゾーンでは、大域ゾーンはシステムのデフォルトのゾーンであり、システ
ム全体での管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インス
トール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができま
す。物理デバイス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラ
クチャーの管理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプ
ロセスは、適切な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブ
ジェクトにもアクセスできます。「Solarisゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してくだ
さい。

データセット 次の ZFSエンティティーの総称名。クローン、ファイルシステム、スナップ
ショット、またはボリューム。

電源管理 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源を切断するソフト
ウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイドライン第 2版に準拠したシステム
にOracle Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理システムソ
フトウェアがインストールされます。デフォルトで電源管理がインストールされている
システムの例として、sun4u SPARCベースのシステムがあります。リブート後、電源管
理ソフトウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用していない場合は、自動
的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ることが要求されます。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサーバー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められている分散型
ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステムは、これを利用して相互通信を
行います。ネームサービスを使用することによって、ネットワーク全域にわたるシステ
ム情報を保守、管理、または取得できます。ネームサービスを使用しない場合、各シス
テムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持する必要がありま
す。Oracleは次のネームサービスをサポートしています。LDAP、NIS、およびNIS+で
す。

スワップ空間
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ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方
法。ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストール
サーバー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れたシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Solarisソフト
ウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

パッチアナライザ 手作業でも、Oracle Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリプ
ト。パッチアナライザは、システムを解析し、Oracle Solaris Updateへのアップグレード
を行うことで削除されるパッチがどれであるかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコンテナ。パネルで
は、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認することができます。ウィザードでパネル
を使用することで、正しい順序で操作を行い、目的のタスクを完了することができま
す。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非大域ゾーン Oracle Solarisオペレーティングシステムの単一インスタンス内に作成された仮想オペ
レーティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用す
ることなく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも
呼ばれます。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム Oracle Solarisオペレーティングシステムにおいて、ユーザーがアクセスできるファイル
およびディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこと。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブート
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ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Oracle Solaris OSのブートに使用されるクリティカルな
ファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウント
される前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持
管理しています。
■ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、プライマリブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ プライマリブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカ
イブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシ
ステムをブートします。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと
呼ばれます。アーカイブの重要な目的はプライマリブートアーカイブを再生成することで
あり、通常、プライマリブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

ブート環境 Oracle Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよび
マウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在する
ことも、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーの存在するサブネット
が、Oracle Solarisソフトウェアをインストールする必要があるシステムと異なる場
合、ネットワークを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

プール デバイスの論理グループ。使用可能な ZFSストレージのレイアウトおよび物理特性を記
述します。データセットの領域は、プールから割り当てられます。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:プライマリブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用される
ブートアーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウント
することなくシステムをブートします。このブートアーカイブは、GRUBメニューでは
フェイルセーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的はプライマリブートアーカイブ
を再生成することであり、通常、プライマリブートアーカイブがシステムのブートに使
用されます。「ブートアーカイブ」を参照してください。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

プライマリブート
アーカイブ

システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、プライマリブートアーカイブと呼ばれることもありま
す。「ブートアーカイブ」を参照してください。

ブートアーカイブ
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フラッシュアーカイブ 「マスターシステム」と呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成するOracle
Solarisインストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行
うと、そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。「アーカイブ」も参
照してください。

プラットフォームグ
ループ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラットフォームのグ
ループ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

プラットフォーム名 uname -iコマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60のプラットフォーム名
は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関する属性情報を抽出
する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに必要な一致条件の設定およびプロ
ファイルの実行は必要ありません。「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Oracle Solarisソフトウェアのインストール方法を
定義するテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフトウェア
グループを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがインス
トールされる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異
なるプロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使用する
ことも可能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリに持つサーバー。

プロファイルフ
ロッピーディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレクトリ (JumpStart
ディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集ま
り。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じ
ように機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

ボリュームマ
ネージャー

DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するためのメカニズムを提供するプログラム。

マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクか
ら、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするに
は、ローカルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (た
とえば /usr)が必要です。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークス
テーション上のディレクトリ。

マスターシステム フラッシュアーカイブを作成するために使用するシステム。このシステム構成がアーカ
イブに保存されます。

マスターシステム
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ミニルート Oracle Solarisインストールメディアに収録されている、ブート可能な最小のルート (/)
ファイルシステム。ミニルートは、システムのインストールおよびアップグレードに必
要なOracle Solarisソフトウェアで構成されます。x86システムでは、ミニルートはシス
テムにコピーされて、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイ
ルセーフブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

目録セクション クローンシステムの検証に使用されるフラッシュアーカイブのセクション。マニフェス
トセクションには、クローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上の
ファイルが一覧表示されます。このセクションは、情報提供専用です。このセクション
は、ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用できません。

ルート 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムのブート (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼
働に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれます。そのスライスが
いっぱいになると次のスライスに連続してデータが書き込まれます。ミラーに含まれて
いる場合を除き、連結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参
照してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディスク上にある物理ス
ライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュームマネージャーではボリュームと呼
ばれます。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスク
と同じように機能します。

ミニルート

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画 • 2013年 3月116



索引

G
GRUBベースのブート
概要, 77, 79–80
計画, 80
ネットワーク経由, 80–81

I
IPアドレス
デフォルトルートの指定, 53, 64

K
Kerberos
構成情報, 49, 60

L
Live Upgrade,インストールプログラムの選択, 20

O
Oracle Solarisゾーン区分技術
フラッシュアーカイブを使用したインス
トール, 88

アップグレード, 84
ディスク容量の要件, 88

Oracle Solaris対話式インストールプログラム,イン
ストールプログラムの選択, 20

R
RAID-0ボリューム
ガイドライン, 100–105
概念の概要, 94
定義, 94

RAID-1ボリューム
ガイドライン, 100–105
概念的な概要, 93
作成情報, 100
定義, 93
とディスクジオメトリ, 99

S
Solarisフラッシュ,「アーカイブ」を参照
SPARCベースのブート,概要, 77
sttyコマンド, 57, 66

あ
アーカイブ
フラッシュアーカイブを使用したインス
トール, 88

インストール, 36
インストールプログラムの選択, 20
説明, 22

アップグレード
初期インストールとの比較, 20
タスクの概要, 16
ディスク容量の推奨事項, 27–32

117



アップグレード (続き)
非大域ゾーン, 84
フラッシュアーカイブ
説明, 36

い
インストール

ZFSインストール, 74
アップグレードとの比較, 20
タスクの概要, 16
ディスク容量の推奨事項, 27–32
ネットワーク経由
計画, 18–19

フラッシュアーカイブ, 36
インストールの準備
インストールする前に必要な情報, 47–57
システムのインストールの準備, 47

え
エンドユーザーシステムサポート
サイズ, 31
説明, 30–32

か
開発者システムサポート
サイズ, 31
説明, 30–32

概要
GRUBベースのブート, 77, 79–80
SPARCベースのブート, 77

カスタム JumpStartインストール,インストールプ
ログラムの選択, 20

け
計画

GRUBベースのブート, 80
ZFSインストール, 71

計画 (続き)
ZFSインストールの制限事項, 72
インストールプログラムの選択, 20
初期インストールとアップグレードの比
較, 19–20

タスクの概要, 16
ディスク容量, 27–32
ネットワーク経由のインストール, 18–19

限定ネットワークシステムサポート
サイズ, 31
説明, 30–32

こ
コアシステムサポート
サイズ, 31
説明, 30–32

さ
サービスパーティション,インストール中に保持

(x86ベースシステム), 44
サブミラー,「RAID-0ボリューム」を参照

し
システム要件

UFSファイルシステム, 26
ZFSインストール, 72

状態データベース
概念の概要, 92–93
定義, 92–93

状態データベースの複製, 92
基本操作, 93
最小数, 99
使用方法, 92
定義, 92
場所, 99

状態データベース複製
単一スライス上での複数の作成, 98
場所, 98

索引

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画 • 2013年 3月118



す
スワップ, ZFSの計画, 74

せ
全体ディストリビューション
サイズ, 31
説明, 30–32

全体ディストリビューションとOEMサポート
サイズ, 31
説明, 30–32

そ
ソフトウェアグループ
アップグレード, 38
サイズ, 31
説明, 31

た
多数決アルゴリズム, 93

て
ディスク容量

ZFSの計画, 74
計画, 27–32
非大域ゾーンの計画, 88
要件,ソフトウェアグループ, 31

ね
ネットワークブート, GRUBを使用, 80–81

は
パッチ, 67

ひ
非大域ゾーン
フラッシュアーカイブを使用したインス
トール, 88

アップグレード, 84
ディスク容量の要件, 88

ふ
ブート

GRUB,概要, 77
GRUBを使用、概要, 79–80
RAID-1ボリュームとシングル
ユーザーモード, 105

SPARC,概要, 77
ZFS,概要, 77
ネットワークからGRUBを使用、要件, 80–81

ブートディスクパーティションレイアウト,新し
いデフォルト (x86ベースシステム), 44

ブートローダー
GRUB, 77, 79–80

複製, 92
フラッシュ,「アーカイブ」を参照

ほ
ボリューム
概念の概要, 91
仮想ディスク, 90
使用, 90
命名規則, 102

み
ミラー,「RAID-1ボリューム」を参照

め
メタデバイス,「ボリューム」を参照

索引

119



よ
要件,ディスク容量, 27–32

れ
連結
概念の概要, 94
作成情報, 100
定義, 94

索引

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画 • 2013年 3月120


	Oracle® Solaris 10 1/13 インストールガイド: インストールとアップグレードの計画
	はじめに
	対象読者
	関連ドキュメント
	Oracle サポートへのアクセス
	表記上の規則
	コマンド例のシェルプロンプト

	Oracle Solaris のインストールまたはアップグレードの計画概要
	Oracle Solaris インストールの計画についての参照先
	計画とシステム要件についての参照先

	Oracle Solaris のインストールおよびアップグレードロードマップ
	Oracle Solaris ソフトウェアのインストールまたはアップグレード (タスクマップ)
	ネットワークからインストールするか DVD または CD を使ってインストールするか
	初期インストールまたはアップグレードの実行
	初期インストール
	アップグレード

	Oracle Solaris のインストール方法の選択

	システム要件、ガイドライン、およびアップグレード情報
	システム要件と推奨事項
	ディスク容量とスワップ空間の割り当て
	ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
	ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

	アップグレード計画
	アップグレードプログラム
	アップグレードおよびパッチ適用に関する制限事項
	アップグレードでなくフラッシュアーカイブをインストール
	大規模なファイルを含むアーカイブの作成

	ディスク容量の再配置を伴うアップグレード
	アップグレード時のパッチアナライザの使用
	アップグレード用のシステムのバックアップと再起動

	ネットワークセキュリティーの計画
	制限されたセキュリティーの仕様
	インストール後のセキュリティー設定の修正

	ロケールの値
	プラットフォーム名とプラットフォームグループ
	x86: パーティション分割に関する推奨事項
	デフォルトのブートディスクパーティションレイアウトで保存されるサービスパーティション

	システムで動作している Oracle Solaris OS のバージョンを確認する方法

	インストールまたはアップグレードの前の情報の収集
	インストール用チェックリスト
	アップグレード用のチェックリスト


	ZFS、ブート、Oracle Solaris ゾーン、および RAID-1 ボリュームに関連するインストールについて
	ZFS ルートファイルシステムのインストール計画
	ZFS インストール向けの Oracle Solaris 10 8/11 リリースの新機能
	ZFS インストール向けの Oracle Solaris 10 10/09 リリースの新機能
	ZFS ルートプールのインストールの要件
	ZFS インストールのディスク容量要件

	ZFS ルートプールをインストールするための Oracle Solaris インストールプログラム
	テキストインストーラと ZFS インストール
	Live Upgrade と ZFS インストール
	JumpStart と ZFS インストール


	SPARC および x86 ベースのブート (概要と計画)
	Oracle Solaris 用のブート (概要)
	ZFS ブート環境のブート (概要)
	x86: GRUB ベースのブート (概要)
	x86: GRUB ベースのブート (計画)
	x86: ネットワークからの GRUB ベースのインストールの実行


	Oracle Solaris ゾーンがシステムにインストールされている場合のアップグレード
	Oracle Solaris ゾーンの概要
	非大域ゾーンを含むアップグレード
	ゾーンパラレルパッチング
	非大域ゾーンを使用してシステムをアップグレードするためのインストールプログラムの選択
	Live Upgrade と非大域ゾーン
	対話式 GUI インストールと非大域ゾーン
	JumpStart インストールと非大域ゾーン

	非大域ゾーンを使用してアップグレードするときの制限事項
	ゾーンを含むアップグレードを実行する前のシステムのバックアップ

	非大域ゾーンのディスク容量要件

	インストール時の RAID-1 ボリューム (ミラー) の作成 (概要)
	RAID-1 ボリュームを使用する理由
	RAID-1 ボリュームの機能
	Solaris ボリュームマネージャーコンポーネントの概要
	状態データベースと状態データベースの複製
	RAID-1 ボリューム (ミラー)
	RAID-0 ボリューム (連結)

	RAID-1 ボリュームのディスク配置の例

	インストール時の RAID-1 ボリューム (ミラー) の作成 (計画)
	システム要件
	状態データベースの複製のガイドラインと要件
	状態データベースの複製用のスライスの選択
	状態データベースの複製の数の選択
	コントローラ間で状態データベースの複製を分散

	RAID-1 ボリュームと RAID-0 ボリュームの要件とガイドライン
	JumpStart および Live Upgrade のガイドライン
	RAID ボリューム名の要件とガイドライン
	Live Upgrade での RAID ボリュームの命名規則
	JumpStart での RAID ボリュームの命名規則


	ディスクとコントローラの選択のガイドライン
	スライスの選択のガイドライン

	トラブルシューティング: シングルユーザーモードでのブート時に表示されるミラー保守管理に関する通知


	用語集
	索引

